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令和５年第９回海田町議会定例会  
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

11. 議 事 の 内 容 

午前９時００分 開会 

○議長（桑原）皆さん、おはようございます。本日は大変御苦労様です。 

 ただいまの出席議員数は15名でございます。定足数に達しておりますので、令和５年

第９回海田町議会定例会を開会します。なお、本日は、地方自治法第121条の規定により、

町長及び教育長、選挙管理委員会委員長の説明の委任を受けた者の出席を求めておりま

す。また、本日は、報道関係者のカメラ等の撮影については許可をいたしておりますの

で、御了承いただきたいと思います。 

 直ちに、本日の会議を開きます。本定例会は新町長と16名の議員で迎える初の定例会

でございます。先の臨時会とは異なり、議案や一般質問など本格的な論争が始まる議会

でございます。新たに議席を得られました議員諸君、町民の負託を受けてこの議場に来

られたわけでございますから、新人であることを遠慮することなく議論に参加をし、よ

り良い海田町の実現のために尽くしていただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 さて、令和５年も12月に入り、年末を迎えます。令和５年は様々な出来事がございま
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した。国際情勢の変化による燃料や生活必需品の高騰が続き、多くの経済対策、消費者

対策がなされました。また、５月には新型コロナウイルス感染症の分類が変わり、これ

まで中止や延期となっていた様々な事業・行事が開催されるようになり、マスクを外す

人も増え、皆さんの笑顔が直接見られるようになったことをうれしく覚えるものでござ

います。また、Ｇ７サミットが広島で開催され、多くの成果を残したことも記憶に残る

ことでございます。そして、９月には長年議論を重ねてきた新庁舎が竣工、開庁し、海

田町のまちづくりの拠点としてスタートを切り、加えて11月には選挙があり、先ほども

申しましたが、執行部、議会とも、その体制が変わったところでございます。町民の皆

様が今後の海田町の大きな期待を抱いておられることが伝わり、私としても身が引き締

まる思いでございます。このように振り返ってみますと、大きな出来事が町の内外で起

こった１年でございます。議会としても次々起こる数々の問題に対し、執行部からの提

案を審査することだけではなく、積極的に意見を述べ、解決策、改善策の提案をしてき

たところでございます。これからも引き続き、執行部と議会が互いに役割を認識し、二

元代表制として対等な立場から議論を重ね、海田町のために尽くしていく必要がござい

ます。執行部並びに議員の皆様におかれましては、そのことを念頭に建設的に実のある

議論をしていただきたいと思っております。 

この際、町長から発言の申出があります。これを許します。町長。 

○町長（竹野内）皆様、おはようございます。本日、令和５年第９回海田町議会定例会を

招集申し上げましたところ、議員各位には御出席を賜り、厚く御礼申し上げます。本定

例会には報告１件、同意２件、指定管理者の指定２件、条例改正７件、補正予算４件を

提出しております。議員の皆様におかれましては十分に御審議いただきまして、是非と

も御議決を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 さて、本日は、町長就任後初めての定例議会ですので、私の町政運営に当たっての所

信を申し上げたいと思います。11月５日に執行されました町長選挙におきまして、議員

の皆様をはじめ、多くの町民の皆様や各方面からの力強い御支援をいただき、当選させ

ていただくことができました。心から感謝申し上げるとともに、改めて職責の重さに身

の引き締まる思いでございます。町政運営に当たり、私は、10年後、誰もが憧れるまち

へ新しい海田をつくることを目指します。現在、東広島・安芸バイパスの開通をはじめ、

東部連続立体交差事業の進展などにより交通網が充実し、発展を続ける本町にあって、

町内に点在する公共施設や町有地をより一層有効に利活用し、短期的には小学校の建替
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え、中長期的には公約に掲げております滞在型の図書館の整備など、ハード対策を計画

的に進めることで、まちのにぎわいや活力の向上に努めてまいりたいと考えております。 

 また、新たに転入される方々が増加する中、長く住み続けてくださっている町民の皆

様との交流や伝統文化の継承についても施策の充実を図り、まずは、まちのにぎわい、

まちへの誇り、愛着、まちの活力を重視して町政を進めてまいります。町政運営に当た

っては、議会の皆様や町民の皆様との対話を大切にし、その意見を真摯にお聞きしなが

ら、全力で取り組んでまいります。最後に、議員各位並びに町民の皆様の格別の御支援

と御協力を賜りますようお願い申し上げまして、私の所信表明とさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（桑原）本日の議事日程はあらかじめお手元に配付をしております日程第１から日

程第23に至る各議案でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（桑原）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は会議規則第110条の規定により、議長より、３番、石橋議

員、４番、西田議員を指名いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（桑原）日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は本日から12月６日までの３日間といたしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（桑原）異議なしと認めます。よって、会期は本日から12月６日までの３日間と決

します。 

 この際、議長より議員及び執行部の皆さんにお願いをいたします。発言される際には

的確で分かりやすく、マスクをされる方は声が聞き取りやすいようマイクを立ててゆっ

くりと発言してください。また、議員の皆様におかれましては、質問・質疑に当たって

は、地方自治法及び会議規則の品位の保持、品位の尊重の規定に十分御注意の上、発言

をしてください。執行部におかれましては、質問・質疑の内容を十分理解の上、的確で

分かりやすい答弁をしていただきたいと思います。質問・質疑の内容が不明なときには、

議会基本条例及び会議規則の趣意の確認の規定により、議長の許可を受けて内容を確認

の上、答弁をしていただきたいと思います。なお、挙手の際には職名を名乗っていただ
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きますようお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（桑原）日程第３、諸般の報告を行います。 

 まず、議会報告でございますが、議会の動きとしてお手元に配付をしております９月

定例会以降の主なものについて報告をさせていただきます。 

 ９月26日、正副議長で海田市駐屯地を訪問し、新たに着任された13旅団旅団長を表敬

訪問いたしました。 

 11月29日に、第66回町村議会議長全国大会が開催され、私が出席をいたしました。続

いて、10月10日から11日まで、議会運営委員会が所管事務県外調査を実施されておりま

す。 

また、９月定例会以降の常任委員会調査等実施状況を議会の動きに添付しております

ので、併せて御参照いただきますようお願いいたします。以上で議会報告を終わります。 

 続きまして、行政報告について町長より申出がございますので、これを許します。町

長。 

○町長（竹野内）それでは、９月定例会議会後の行政執行の状況について御報告いたしま

す。 

 まず、庁舎移転についてでございます。９月16日に旧庁舎等での業務を終了し、その

後、引越し及び開庁準備作業を終え、９月18日の祝日に開庁記念式典及び一般内覧会を

実施いたしました。式典には多くの御来賓の列席を賜り、また、各方面から多数の御祝

辞をいただきました。一般内覧につきましても、町内外から1,000人を超える方々に御来

場いただき、新庁舎について広くＰＲすることができました。 

 次に、新型コロナウイルス感染症対策についてでございます。まず、ワクチン接種に

つきましては、９月20日から初回接種を完了した生後６か月以上の全町民を対象に接種

を開始し、織田幹雄スクエア及び福祉センターにおいて10日間、集団接種を実施したほ

か、医療機関における個別接種を令和６年３月31日まで実施中でございます。 

 続いて、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている中小事業者への支援につきま

して、継続実施中のセーフティネット保証関連の申請は11月30日現在、延べ543件となっ

ております。 

 次に、食費等の物価高騰に直面する住民税非課税世帯等に対する支援を行うための電

力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金につきましては、11月30日現在で2,345世帯
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に支給しております。また、海田町価格高騰対策支援クーポンの第５弾として、12月１

日からクーポンの利用を開始いたしまして、取扱店舗は11月30日現在で128件の登録を

いただいております。 

 次に、広島市安芸区と共催いたしました西国街道を歩こうについてでございます。10

月28日に船越編を、12月３日に海田編を開催いたしました。３回目の中野編は来年２月

３日に行う予定でございます。引き続き、広島市と連携し、西国街道の魅力を発信して

まいります。 

 次に、10月14日に広島市安芸区と合同で第11回瀬野川健康ウォーキングを開催いたし

ました。当日は207名が参加され、瀬野川の自然を満喫しながらのウォーキングを行い、

ゴール地点の安芸区スポーツセンターでは、健康相談やスポーツ体験等を通じて健康増

進を図りました。 

 次に、旧海田公民館の解体についてでございます。10月７日に、旧海田公民館で不用

となった物品の即売会を開催し、椅子や茶わんなど422点の物品を購入いただきました。

また、11月30日に織田幹雄スクエアで旧海田公民館解体工事に係る住民説明会を開催し、

32名の方に御来場いただきました。 

 次に、11月18日及び12月２日に、自主防災リーダー育成講座を開催し、新たに７名の

自主防災リーダーを認定し、地域防災活動の指導・推進を行う人材育成に取り組みまし

た。 

 次に、海田町町内循環コミュニティバスについてでございます。９月18日から南ルー

トで新庁舎の近くにバス停を新設するなど、運行ルート等を一部変更してございます。

町民の皆様には、広報８月号で折り込みチラシを、９月号で新時刻表とルート図を配布

するとともに、町ホームページ及び公式ＬＩＮＥへの記事の掲載、バス停及びバス車内

への掲示により周知を図ったところでございます。 

 次に、敬老の日のお祝いにつきましては、９月18日の敬老の日に合わせ、長寿を祝福

し敬老の意を表するため、77歳、88歳及び100歳以上の407名の方に対し敬老祝金を、75

歳から５歳ごとに95歳までの988名の方に対して敬老祝品をお贈りいたしました。なお、

令和５年度に100歳を迎える10名の方には、内閣総理大臣から祝状及び銀杯が送られま

した。 

 次に、国に対する要望活動についてでございます。11月２日に、県の秋期独自要望活

動を通じて、都市計画道路畝曽田線及び中店窪町線の整備推進と広島市東部地区連続立
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体交差事業の整備促進について、国土交通省及び財務省に対し要望いたしました。更に

11月14日に、国道２号・54号関係期成同盟会を通じて、国道２号東広島バイパス・安芸

バイパス及び広島南道路の整備促進について、国土交通省及び財務省に対し要望いたし

ました。 

 次に、海田版学びの変革推進事業として、10月６日に海田中学校で、10月20日に海田

小学校で公開研究会を開催いたしました。また、海田南小学校が防災教育による児童や

保護者の防災意識を育む取組が評価され、令和５年度学校保健及び学校安全文部科学大

臣表彰を受け、10月26日に表彰式が行われました。 

 次に、10月19日から22日まで、海田東公民館において一般社団法人海田町文化スポー

ツ協会との共催で、海田町文化祭総合美術展を開催し、２日間で511人の入場がございま

した。 

 次に、10月21日から、織田幹雄記念館において企画展、より速く より高く より強

く アムステルダムへの道を12月10日まで開催しております。 

 次に、11月16日に、34回目となるクラシックコンサートインカイタを織田幹雄スクエ

アのホールで開催し、107名の来場がございました。 以上、簡単ではございますが、行

政執行状況の主なものについて御報告いたしました。 

○議長（桑原）以上で行政報告を終わります。 

 報告第９号、広島県市町総合事務組合の共同処理する事務の変更及び広島県市町総合

事務組合規約の変更について、町長より説明を求めます。町長。 

○町長（竹野内）報告第９号、広島県市町総合事務組合の共同処理する事務の変更及び広

島県市町総合事務組合規約の変更について。組合が行う職員に対する退職手当の支給に

関する事務について、令和６年４月１日から府中町に係る事務を新たに共同処理するこ

と及びこれに伴う組合規約の変更について専決処分したものでございます。専決処分年

月日は令和５年11月20日、規約の変更内容につきましては、資料１、新旧対照表のとお

りで別表第２の職員に対する退職手当の支給に関する事務について、府中町を追加する

ものでございます。以上で報告終わります。 

○議長（桑原）以上で報告を終わります。これより質疑を行います。質疑があれば許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（桑原）質疑なしと認めます。質疑を終結します。 



１０ 

 本件については、地方自治法第180条第２項の規定により、議会に報告すべき義務を町

長に負わせたもので承認案件ではございませんので報告第９号については、これをもっ

て終結をいたします。これにて、諸般の報告の全てを終了いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（桑原）日程第４、庁舎建設及び広島市東部地区連続立体交差事業調査特別委員会

中間報告を議題とします。庁舎建設及び広島市東部地区連続立体交差事業調査特別委員

会から中間報告を求めたいと思います。申出がございますので、お諮りいたします。本

件は申出のとおり報告を受けることにしたいと思いますけど、これに御異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（桑原）異議なしと認めます。したがって、市庁舎建設及び広島市東部地区連続立

体交差事業調査特別委員会の中間報告を受けることに決しました。発言を許します。前

田委員長。 

○１４番（前田）庁舎建設及び広島市東部地区連続立体交差事業調査特別委員会委員長の

前田でございます。本委員会の中間報告をいたします。本委員会はこれまで令和３年11

月16日から令和５年11月21日まで計８回の委員会を開催いたしました。調査の概要及び

結果ですが、第１回委員会では、執行部から新庁舎整備のスケジュール及び概算事業費、

電気工事及び機械工事の概要、事務用備品等、並びに議場整備についての説明を受けま

した。第２回の委員会では、執行部から新庁舎の概算事業費及び備品等についての説明

を受けました。第３回委員会では、新庁舎の建設現場を現地調査し、工事の進捗状況等

について事業者から説明を受けました。第４回委員会では、執行部から新庁舎で使用す

る机や椅子等の備品について説明を受けました。第５回委員会及び第６回委員会では、

それぞれ執行部から新庁舎整備事業の概算事業費の見込額についての説明を受けまし

た。第７回委員会では、執行部から新庁舎の開庁日を令和５年９月19日とすること、ま

た開庁までのスケジュールについて説明を受けました。第８回委員会では、新庁舎が竣

工したことに伴い、委員会の名称及び調査事項を変更することについて、委員から意見

を聴取し、当該変更を行うための決議案を次回の定例会に提出することと決定いたしま

した。また、これまでの調査内容について、本会議において中間報告することといたし

ました。なお、役場庁舎が防災拠点等、様々な機能を担っており、町にとって非常に重

要な施設であるため、議会として今後も引き続き、その管理の状況について注視してい
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く必要があると考えております。以上で庁舎建設及び広島市東部地区連続立体交差事業

調査特別委員会の中間報告を終わります。 

○議長（桑原）以上で報告を終わります。これより質疑を行います。質疑があれば許しま

す。質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（桑原）質疑なしと認めます。質疑を終結します。 

 本件については会議規則第43条の２第２項の規定により、庁舎建設及び広島市東部地

区連続立体交差事業調査特別委員会からの中間報告を受けたものでございます。庁舎建

設及び広島市東部地区連続立体交差事業特別委員会中間報告につきましては、これをも

って終結いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（桑原）日程第５、同意第４号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意につい

てを議題といたします。町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（竹野内）同意第４号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について。令和

６年２月３日をもって、髙崎博文委員の任期が満了することに伴い、同委員の再任に係

る選任の同意をお願いするものでございます。詳細につきましては担当者から説明させ

ます。 

○議長（桑原）総務課長。 

○総務課長（中村）それでは、同意第４号、固定資産評価審査委員会委員の選任の同意に

ついて御説明いたします。議案書の６ページをお願いいたします。固定資産評価審査委

員会委員の選任につきましては、地方税法第423条第３項の規定に基づき、当該市町村の

住民、市町村税の納税義務がある者、または固定資産の評価について学識経験を有する

者のうちから議会の同意を得て、町長が選任するものでございます。任期は３年で定数

は３人でございます。 

それでは、髙崎博文委員の経歴等について御説明いたします。海田町在住で、現在63

歳でございます。職歴でございますが、昭和58年４月に広島県信用組合に入社、平成24

年12月に退職され、その後、平成25年１月から平成29年３月まで株式会社エルハウスに

勤務され、平成29年５月からは髙崎工務店を経営されております。また、令和３年２月

から海田町固定資産評価審査委員会委員を務めていただいております。町の住民及び納

税義務者であり、固定資産の評価について実務経験もおありで、適任であると判断し、
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選任の同意をお願いするものでございます。以上で説明を終わります。 

○議長（桑原）以上で説明を終わります。これより質疑を行います。質疑があれば許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（桑原）質疑なしと認めます。質疑を終結します。討論があれば許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（桑原）討論なしと認めます。討論を終結します。 

 これより同意第４号について採決を行います。お諮りいたします。同意第４号につい

ては、これに同意することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（桑原）異議なしと認めます。よって、同意第４号については、これに同意するこ

とと決定いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（桑原）日程第６、同意第５号、教育委員会委員の任命の同意についてを議題とい

たします。町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（竹野内）同意第５号、教育委員会委員の任命の同意について。令和６年３月５日

をもって、米丸禎宏委員の任期が満了することに伴い、同委員の再任に係る任命の同意

をお願いするものでございます。詳細につきましては担当者から説明させます。 

○議長（桑原）総務課長。 

○総務課長（中村）それでは、同意第５号、教育委員会委員の任命の同意について御説明

いたします。議案書の７ページをお願いいたします。教育委員会委員の任命につきまし

ては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基づき、当該地

方公共団体の町の被選挙権を有する者で人格が高潔で教育・学術・及び文化に関して識

見を有する者のうちから、町長が議会の同意を得て任命するもので、任期は４年でござ

います。教育委員会委員の職務内容でございますが、地方自治法及び地方教育行政の組

織及び運営に関する法律に規定する教育委員会委員の職務権限について管理し、執行す

るものでございます。 

それでは、米丸禎宏委員の経歴等について御説明いたします。海田町在住で、現在60

歳でございます。職歴でございますが、広島トヨペット株式会社、ＤＨＬジャパン株式

会社などの企業経験を経た後、ハウスクリーニング業を経営しておられます。また、平
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成28年３月から海田町教育委員会委員を務めていただいております。米丸委員の経営者

としての御経験と教育委員会委員としての２期にわたる御経験を踏まえ、幅広い経験が

教育行政に反映されていることから、教育委員会委員として適任と判断し、任命の同意

をお願いするものでございます。以上で説明終わります。 

○議長（桑原）以上で説明を終わります。これより質疑を行います。質疑があれば許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（桑原）質疑なしと認めます。質疑を終結します。討論があれば許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（桑原）討論なしと認めます。討論を終結します。 

 これより同意第５号について採決を行います。お諮りいたします。同意第５号につい

ては、これに同意することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（桑原）異議なしと認めます。よって、同意第５号については、これに同意するこ

とと決定いたします。暫時休憩をします。再開は９時45分。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午前９時３１分 休憩 

午前９時４５分 再開 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（桑原）休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

日程第７、一般質問を行います。質問の通告がありますので、受付順に順次発言を許

します。12番、多田議員。 

○１２番（多田）12番、多田です。まずは、竹野内町長、御当選おめでとうございます。

5,000人の町民から信任を得られたわけですが、新しい海田を創っていただきたいとい

う町民の意思が表れたものと判断しております。住みやすいまち、住んで良かったまち

と言われるように頑張っていただきたいと期待しております。よろしくお願いいたしま

す。 

 本日は、２点について質問をいたします。まず１点目、新たな４年間の目標について。

町長として今後４年間、どのように町政を進めていかれるのかお伺いいたします。小さ

な１番、大きな目標を教えていただきたいと思います。２番、東地区のまちづくりを進
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める必要がありますが、まずは新駅についてどのように推進されるのか。新畝橋完成後

の道路計画と新駅ができた場合の周辺のまちづくりについてどのようにお考えでしょ

うか。また、前町長が進めておられた東小と東公民館の複合施設については、新町長は

どのようにお考えでしょうか。小さい３番、新庁舎が完成して、人や車の流れが明らか

に変わってきております。新庁舎周辺の新しいまちづくりについてお考えはありますで

しょうか。小さい４番、海田町はしばらく人口増が続くとは思いますが、いつかは人口

減少、特に子どもの人口が減っていくのは避けられません。保育所を含めた公共施設の

集約化について、今から計画を立てておくべきだと思いますが、いかがでしょうか。 

 大きい２番、旧道沿いのにぎわい創出について。10月14、15と、熊野神社の秋まつり

が行われました。何年ぶりかに子ども神輿も出て、お宮の行事もあり、ある面ではにぎ

やかではございましたが、露店は１軒もなく、手しごと市の皆さんが出店され、少しカ

バーができたという感じでございました。今後、庁舎跡地がどのようになるかによって、

お祭りだけでなく、旧道沿いのにぎわいの創出に大きな影響があると考えます。私が提

案しておりますイベントスペースを含めた住民交流施設、避難所としても活用でき、西

国街道を歩かれる人の休憩場所にもなる施設を是非建設してくださいとの要望を多数

お聞きいたしました。それと、織田スクエアの活用についてですが、期日前投票を是非

織田スクエアでもやっていただきたいと思います。証明書の発行も東公民館と同様に実

施していただきたい。新庁舎まで行くのは高齢者にとっては負担になっております。検

討してはいかがでしょうか。以上２点です。よろしくお願いします。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）多田議員の質問の２点目の期日前投票所の質問については選挙管理委員

会から、それ以外については私のほうから答弁をいたします。 

 まず、新たな４年間の目標についてという質問でございますが、１点目の大きな目標

は、10年後、誰もが憧れるまちへ、新しい海田をつくるというものでございます。次世

代により良い未来を残していくため、町民との対話を大切に、個性や多様性を尊重し、

挑戦する人・地域を応援、を基本方針として、まちのにぎわい、子育て・教育、高齢者

の暮らし、まちへの誇り・愛着、まちの活力につながる施策を進めてまいります。町内

に点在する公共施設や町有地をより一層有効に利活用していくほか、新たに転入される

町民と長く住み続けてくださっている町民の皆様との交流についても、施策の充実を図

ることにより、まずは、まちのにぎわい、まちへの誇り・愛着、まちの活力を重視して
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町政を進めてまいります。次に、新駅については、現在、利用者予測や事業効果など、

実現可能性検討のための調査を行っているところであり、今後、調査結果を踏まえ、西

日本旅客鉄道株式会社と協議・調整を進めてまいります。次に、仮称新畝橋完成後の道

路計画については、接続する都市計画道路畝曽田線の町道２号線部分の整備を進め、交

通の円滑化を図ってまいります。また、新駅ができた場合の周辺のまちづくりについて

は、新駅や仮称新畝橋などの都市基盤整備を契機として、新たな交通拠点の形成や大幅

な交通利便性の向上を図ることで、新たな人の流れを創出し、生活関連サービス機能の

集積や居住環境の充実を図り、住んでみたい、住んで良かったと思えるまちづくりを進

めてまいりたいと考えております。次に、海田東小学校と海田東公民館の複合施設につ

いての質問でございますが、海田東小学校本館は老朽化が進んでおり、早期の建替えを

要することから、速やかに基本構想の策定に着手してまいります。海田東公民館の再整

備については、まちの将来像を踏まえた町内の公共施設、町有地等の利活用に係る総合

的なマネジメントの中で、海田東公民館の在り方も検討してまいりたいと考えておりま

す。次に、新庁舎周辺のまちづくりについての質問でございますが、新庁舎周辺は、中

心拠点まちづくり基本構想の中で、新たなにぎわい・交流拠点として位置付けており、

海田市駅との間の沿道と合わせて、多くの人が訪れ、滞留できるようにすることで、ま

ちを活性化してまいりたいと考えております。役場が移転して、町職員のほか、町内外

の方々の往来が増えておりますので、行政と住民の協働の場として設置した新庁舎１階

の交流スペースなどを活用して、地域の活性化につなげてまいります。次に、公共施設

の集約化についての質問でございますが、多田議員の御指摘のとおり、将来の人口減少

等の社会情勢を踏まえて公共施設の在り方を計画していくことは重要だと考えており

ます。近隣の同等施設や他施設との連携の状況、住民の利用ニーズの変化等について、

個別の施設の状況だけではなく、町の公共施設等を総合的に捉えて、全体のマネジメン

トの検討を進めてまいりたいと考えております。続きまして、旧道沿いのにぎわい創出

についての質問でございますが、旧庁舎跡地についても、まちの将来像を踏まえた町内

の公共施設、町有地等の利活用に係る総合的なマネジメントの中で旧庁舎跡地の活用を

検討してまいりたいと考えております。次に、証明書の発行を織田幹雄スクエアで実施

することについての質問でございますが、住民票、印鑑証明、所得証明など、多くの方

が必要とされる主要な証明書については、マイナンバーカードを使用してコンビニエン

スストア等で取得することが可能でございます。このため、町内に14か所あるコンビニ
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等の利用を促進することにより、町民の皆様の利便性を高めてまいりたいと考えており

ます。 

 それでは、多田議員の質問の２点目の期日前投票所に関する質問について、選挙管理

委員会のほうから答弁をいたしますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（桑原）選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（丹羽）それでは、多田議員の質問に答弁させていただきます。

織田幹雄スクエアへの期日前投票所の増設についての質問でございますが、期日前投票

所の増設には投票管理者及び立会人の確保、投票場所の確保、職員の配置、経費等の課

題がございます。このため、期日前投票所の増設については慎重に検討をしてまいりた

いと考えております。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）それでは、再質問をさせていただきます。まず、この答弁書を拝見して、

新町長の特徴がよく表れた答弁書だと思います。まず、一番最後の期日前投票について

ですが、確かにいろんな経費がかかり、職員の配置等々、それは分かっているつもりで

すが、ただ、今まで期日前投票所が旧庁舎にありました。そして、東公民館にありまし

た。今、新庁舎まで旧道沿いの高齢者の方が行かれるというのはなかなか大変だと思い

ます。是非東公民館にあったように、海田公民館、織田スクエアにも是非開設していた

だきたいと前向きに検討していただきたいと思いますが、いかがでございましょうか。 

○議長（桑原）選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（丹羽）選挙管理委員会といたしましても、町民の皆様に利便性

を確保して、投票所が身近にあるというのは非常にいいことだと思うんですが、先ほど

も申し上げましたように、それぞれ解決しなければならない課題もございます。投票率

につきましても、以前、一般質問でいただいて、海田東公民館に増設したという経緯も

ございます。なかなかこちらのほうで増設したからといって、投票率も向上したという

ような状況もないのが事実でございます。そこら辺は我々も慎重に、経費とそれと一番

課題になるのが人の配置でございます。先ほど申し上げました投票管理者とか立会人の

確保、そういったものもございますし、会計年度任用職員を登用してということも考え

るんですが、なかなか短期間で集まるものでもございませんので、そこら辺はよくよく、

委員会の中でも検討させていただいた上で、いろいろ考えてまいりたいと思っています。 

○議長（桑原）多田議員。 
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○１２番（多田）是非、前向きに検討していただきたいと思います。それと、証明書の発

行なんですけど、コンビニエンスストア、確かにマイナンバーカードを使って発行はで

きます。ただ、やはりこれも高齢者にとってはなかなか抵抗があるというふうに私は思

います。私もまだやったことないんですけど、簡単にできるとはいえ、やっぱりちょっ

と高齢者にとって難しいかなと思います。これはそんなに期日前投票に比べて経費がか

かったりするものではないと思いますので、オンラインで結べば何とかできるんじゃな

いかと思いますが、全然これは、今、コンビニエンスストアで取得することができるの

で、検討する余地がないというふうな答弁になっていますが、もう一回、検討していた

だける可能性があるんでしょうか。 

○議長（桑原）総務課長。 

○総務課長（中村）証明書の交付につきましては、コンビニ交付での交付が主要なところ

の証明はできている状況でございます。高齢者の方ですとか、そういった機械的なとこ

ろの扱いに困っていらっしゃる方々もいらっしゃるかと思いますけれども、コンビニの

ほうで、例えば機械の使い方が分からなかったら店員の方がレクチャーしてくださると

いうこともございますので、なるべくそういったところでマイナンバーカードを活用し

て、コンビニはたくさん町内にございますので、そちらのほうでより便利な方法で取得

していただければと考えております。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）確かにコンビニの店員さんが教えていただけることもあるでしょうけど、

ただ、コンビニも、特に昼なんか行くと、そんなに店員さんもいらっしゃらないことも

あります。店員さんも暇じゃないですから、教えてくれるところもあるでしょうが、な

かなか難しい点もあるかと思いますので、是非この織田スクエアでというのも、東公民

館でやっているわけですから、そんなに経費がかかるわけでもないし、できないことは

ないと思うんです。もうちょっと前向きに検討してもらえないでしょうか。 

○議長（桑原）総務部長。 

○総務部長（丹羽）経費的には、既にＬＡＮ回線等ありますので、そんなにかかるもので

はございませんが、ただ、我々も広報の仕方が悪かったのかもしれませんが、このマイ

ナンバーカードを利用して、24時間取れたり、取得できたり、そういったところのメリ

ットもございますし、私どもも実際に使ってみて、特に難しい、どこからどこを押せば

というような難しい操作でもないと思っておりますので、そこら辺をよくよく周知して、
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皆様が使いやすい形でコンビニ交付が浸透していくよう、そこら辺は広報のほうを、Ｐ

Ｒのほうをしっかり周知してまいりたいと考えております。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）これは何回言ってもやっていただけないような雰囲気なので、これで終

わります。町長が新しいいろいろ公約を出されております。これ、全てに実現したらば、

すばらしいまちになるんですけども、これ一つ一つ、全て、すばらしい公約なんですけ

ど、この中で全部を一遍に実現するのは無理でしょうから、優先順位をつけてやられる

と思うんですけど、町長としたら、この中でどれが一番、一番にこれは実現したい。と

いうのは、町長が当選されてから、私も町外の人も含めていろんな人とお話をするのに、

一番に聞かれるのはスターバックスはいつできるんかというのをいつも聞かれるんで

す。スターバックスが、町長が誘致されるという意味じゃなくて、スターバックスが来

るようなまちづくりをしたいというふうな意味でおっしゃられたんじゃないかと、私は

想像したんですけど、このスターバックスについてはいかがですか。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）スターバックスの誘致については、町民の皆様とお話しする中で、非常

に期待感がある施策だということを実感していて、また、その町民の方々からの声も非

常に多くいただいているところでございます。スターバックスの誘致を発案したきっか

けといたしましては、私、広島市のほうに勤めていたわけでございますけども、職場と

家庭と行き帰りばかりで、何というか、ほっと心を休める場所が海田町内には少ないの

ではないか、乏しいのではないかというような疑問を持ったのがきっかけでございまし

た。なので、家庭、職場、学校ですね、それ以外の第三の場所としてサードプレイスと

してスターバックスが企業理念としてそれを掲げておられるわけですから、その誘致に

取り組むことで、町民の皆様がほっとくつろげる場所を町内に是非誘致したいというふ

うに考えてきたところでございます。スターバックスが実際に誘致できるかどうかは、

今後、私自身がトップセールスで是非こうやっていきたいと思っているわけでございま

すが、これは何分、企業の、何て言うか、収益ができるかどうかのジャッジの問題でご

ざいますので、まずは海田町の魅力をしっかり整理して、そのポテンシャルをスターバ

ックス等の企業にお伝えできるように、内部で検討、整理してまいりたいと考えており

ます。以上でございます。 

○議長（桑原）多田議員。 
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○１２番（多田）スターバックスが是非来たいというふうなまちづくりをしていただきた

いと思いますが、まず、最初にこれ、答弁でおっしゃられております、町民との対話を

大切にというふうにおっしゃられております。この町民との対話、これが一番大事だと

私も思いますが、どのような形で町民との対話を進めていただけるのか、町民、いろい

ろ、全町民も含めて、いろんな団体もあり、また子どもたちとの対話というのも大事だ

と思うんですけど、町長としてはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）例えばですけども、各地区に出向いてのミニ集会でありますとか、あと

は、少し範囲を広げたタウンミーティング、あとは、更に範囲を狭めた形での車座座談

会といった形も考えられるかなというふうに思います。まだまだ検討段階でお示しはで

きないわけでございますが、やはり、海田の未来を担う、背負っていただけるその子ど

もたちとも対話をしてまいりたいと考えておりまして、例えば小学校に出向いて、お昼

時に出向いて、ランチミーティングというような形もあろうかと思いますので、幅広い

意味で、今後検討してまいりたいと考えております。その中で議員の皆様からも是非と

もこういった対応の仕方があるよというような形で御提案をいただきましたら、それを

参考に検討してまいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）大変すばらしいと思います。それ、是非前向きに検討していただいて、

実現すると大変いいと思います。もう一つは、この中にあります図書館については４年

間の任期の中で具体化をされると想像いたしますが、小学校の建替えについては、一番

急ぐのが東小、次が海田小学校なんですけど、小学校の建替えについても前向きに進め

ていっていただけるというふうに判断してよろしいでしょうか。 

○議長（桑原）企画部長。 

○企画部長（鶴岡）小学校の建替えについては緊急度があると認識をしておりますので、

早急に取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）もう一つ、忘れてました。町民との対話も非常に大切なんですけど、議

会とのコミュニケーションについても是非留意していただきたいというふうに思いま

す。前町長に関して言うと、議会との対話が欠けてたように私は判断しております。是

非、議会との対話を重視していただいて、コミュニケーションを取っていただきたいと
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思いますが、町長はどのようにお考えですか。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）町民だけでなくて、当然、町民の代表である議会の皆様とも、積極的に

コミュニケーション、対話を取ってまいりたいと考えています。以上でございます。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）よろしくお願いいたします。次に、新駅についてでございますが、今調

査を行っておられて、協議、調整を進めておられると思いますが、実現について、町長

の強い意思があるかどうかお伺いいたしたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（桑原）建設部次長。 

○建設部次長（門前）新駅については、現在、実現の可能性について検討している段階で

ございまして、これについては海田町、あとＪＲとも、それぞれがメリットがあるとい

う中での判断ということになりますので、まずはその辺の、現在調査しておりますので、

その結果を踏まえて、今後、ＪＲと協議調整を進めてまいりたい、このように考えてお

ります。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）海田町とＪＲとの協議も必要だとは思いますが、地元の人たちの機運と

いうのも盛り上がらないと、造っても、地元の人に受け入れていただけなければ駄目な

んですから、この地元の人との話合いというか、機運の醸成というのは、町としてお考

えでしょうか。 

○議長（桑原）建設部次長。 

○建設部次長（門前）確かにおっしゃるとおりでございまして、我々も、今回、調査する

中で、企業へのヒアリングであるとか住民調査とかアンケート調査とかやっておりまし

て、その中で私が感じるのは、非常に期待が大きいというのがまず一つ言えると思いま

す。ですから、現在、有志の方でそういった発起人会のようなものを設けておられると

ころもございますので、それがどんどん広がっていって、これが海田町全体として盛り

上がりができてくれば、更にその辺が、町の、協議の結果に基づくものでございますが、

更に説得力が増してくるものというふうに考えております。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）それで、やっぱり地元の期待は、駅ができることも、最大のメリットで

はありますが、駅ができたことによる周りのまちづくり、それがある程度見えてくると、
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より期待感と、それで協力しようという機運が盛り上がると思うんですけど、この周り

のまちづくりに関して、例えば、中野東なんかでも、東広島の寺家にしても、駅ができ

てからある程度周りのまちづくりができておりますよね。その辺を、夢というか、海田

町としてある程度できてないと、ただ駅がぽんとできただけじゃ、多少は便利になるの

は便利になりますけど、期待感が大きく違ってくると思うんですけど、この辺のまちづ

くりに関して、ここではまだそこまで具体的なものができてないというふうに、まちづ

くりを進めてまいりたいというふうな抽象的な表現になっているんですけど、これにつ

いてはある程度具体的なものは考えておられますか。 

○議長（桑原）建設部次長。 

○建設部次長（門前）御指摘のとおり、新駅と、あと、まちづくりの将来像、この辺は非

常に大事なところであるというふうに認識しております。現在、都市計画マスタープラ

ン、立地適正化計画、そういった中にも新たな交通拠点の形成というところで位置付け

ておりますけども、現在、地区拠点のまちづくり基本構想、これについて策定中でござ

います。その中に公共交通の関係のＪＲさんにも委員として入っていただいておりまし

て、そういう中で海田町のまちづくりの基本的な考え方であったり、海田町の特性であ

ったり、そういうものの共通認識を図りながら、海田町にとって、先ほど言いました新

駅であったり、新畝橋であったり、そのほかの公共施設、そういった一体のものの、ど

ういうふうな形で考えているのかというのを現在まとめているところでございます。新

駅ありきの前提ではないんですけども、ただ、新駅を意識した中での基本構想づくりを

現在進めているところでございます。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）基本構想ができたら、是非、見て、判断したいと思いますが、新畝橋が

できて、もし新駅ができた場合、どのような道路体系になるのか、それと周りがどのよ

うになるのかというのは、我々にもちょっと想像ができないのが現状ですよね。ですか

ら、早くその基本構想をまとめていただいて、ある程度の絵が見えてくると、地元の機

運もこう上がってくると思うんですけど、いつ頃できますか。 

○議長（桑原）建設部次長。 

○建設部次長（門前）現在、素案につきましては、なんとか年内に取りまとめまして、取

りまとめた段階で、また議員の皆様方にも御説明をさせていただけたらというふうに考

えております。最終的な取りまとめというのは年度末ではございますが、基本的な方向
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性が、素案の段階では年内をめどに、現在取りまとめを進めているところでございます。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）それを楽しみに待っておりますので、よろしくお願いします。それと、

議会の方で東公民館の整備と海田東小学校の整備は切り離して考えるというような方

針になっております。前町長は一緒に建てたほうが安くできてということで進めておら

れましたが、東公民館は今すぐ建て替えないといけないという建物ではないとは思いま

すが、でも、いずれは海田公民館ができて、次は東公民館というふうな住民の期待もご

ざいますので、東公民館についても是非建替えについて、将来的な計画を作っていただ

きたいと思いますが、いかがでございますか。 

○議長（桑原）企画部長。 

○企画部長（鶴岡）これまで施設の再整備につきましては、個別の施設ごとに建替え等が

必要となった時点で、その施設の在り方等を検討してまいりました。その中でこれまで

東公民館の複合化についても十分な議論ができていないといったような御意見も議会

のほうからいただいております。それらも踏まえまして、今後の施設整備の在り方につ

きましては、町の将来像を踏まえた公共施設等の利活用に係る総合的なマネジメントで

考えていきたいというふうに考えておりますので、その中で東公民館についても検討し

てまいりたいと考えております。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）総合的に考えるということですが、東公民館もいずれは建て替える必要

が出てきますので、是非その計画の中に入れていただきたいというふうに思います。次

に、新庁舎のまちづくり、この周辺のまちづくりなんですけど、せっかく新庁舎ができ

て、人と車の流れが変わっております。旧庁舎の旧道沿いについて言いますと、車が明

らかに減りました、やっぱり。人も減ったんですけど車も減りました。で、せっかくこ

こにできたわけですから、この新庁舎を中心としたまちづくりというのをまちのほうで

推進をしていただきたいと思いますが、地域の活性化について、この１階の交流スペー

スなどを活用して活性化につなげてまいりますとおっしゃられておりますが、もうちょ

っと具体的に、例えば、この前の高架の下の活用とか、この周辺の再開発というところ

までいかないにしても、この周辺の再開発的な考え方も持っていただきたいと思います

が、これについてはいかがでしょうか。 

○議長（桑原）企画部長。 
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○企画部長（鶴岡）今、議員から御指摘もございましたとおり、役場がこちらに移転する

ことで、町長答弁にもありましたとおり、職員もこちらのほうに通勤をして来ることに

なりますし、これまで旧庁舎のほうに来られていた方がこちらのほうに来られるという

ことで、この辺の人の流れが増えているかと思います。それと併せてまして、新庁舎に

整備をいたしました１階の住民の交流スペース、これを活用することで、これまで役場

に用事がない方も新庁舎に来ていただけるという機会ができるのかと思います。それで、

この周辺の人の流れが増えましたら、にぎわいが育まれますので、そのにぎわいを活用

したまちづくりといいますか、お店の出店でありますとか、そういったことも期待でき

るのではないかと思います。ただいま議員さんから御指摘のありましたまちづくりの計

画的なものにつきましては、今後の取組になろうかと思いますけれども、新庁舎周辺の

にぎわいが更に活性化するように、できるところから取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）部長おっしゃられるように、今後の課題だというふうに私も思います。

この周辺はかなり古い町もあります。道も狭くて、なかなか再開発が難しい、商店は小

学校沿いにはかなりできてはおりますが、この周辺というのはちょっと開発が遅れてい

る、町の中心部ではありながら、なかなか再開発が難しい点もございます。しかしなが

ら、新庁舎ができたわけですから、それに伴っての再開発というのは、再開発の計画が

必要だと思います。それについていかがですか。再開発については、先ほど部長、答弁

されなかったんですけど、駅前の再開発のような形である程度の面整備をする必要があ

ると思うんですけど、その点についてはいかがでしょうか。 

○議長（桑原）企画部長。 

○企画部長（鶴岡）まちの更新の在り方についてもいろいろな手法があろうかとは思いま

すけれども、先ほど議員から御指摘がありましたとおり、こちらの地域について、古い

建物も多く残っているというような御指摘もございました。また、新庁舎以外にも、バ

イパスの高架下の活用といったものもございますので、言い方を変えれば、更新の可能

性がある地域だろうというふうに思います。その中でこのまちづくりを進める上で行政

が直接手を加えるのがどういったものがいいのか、民間の方々が活用するのがいいのか、

こういったことは少し検討していく必要があろうかと思いますので、まずはできるとこ

ろから取り組みまして、今後のまちづくりについては課題として取り組んでまいりたい
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と考えております。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）是非前向きに取り組んでいただきたいと思います。せっかく、ここの場

所に新庁舎ができたわけですから、周りが、新庁舎ができたけど何も変わらないようじ

ゃ、町民にとってメリットがないと思いますので、それについて是非前向きに検討して

いただきたいと思います。それと次に、公共施設の集約化ですけれど、ここ、いろいろ

答弁で書かれております。全体のマネジメントの検討を進めてまいりたいというふうに

考えておりますということですが、これは、マネジメントの検討だけなんでしょうか。

具体的に、例えば将来的に計画を、この前、研修に行ったところでは、そのように、市

として、そこは市でしたけれども、市として検討された上での複合施設を造られたとい

うふうなことがありました。もっと具体的な個別の施設も含めて、将来的なものを考え

ながら検討していく必要があると思うんですけど、具体的な計画についてはまだ当分先

の話なんでしょうか。 

○議長（桑原）企画部長。 

○企画部長（鶴岡）今後の施設の在り方につきまして、これまで個別に考えていたものを

総合的に考えていく必要があるということで、その方向で取り組んでいきたいと考えて

おります。このマネジメントをする上では、議員御指摘のありましたとおり、長期的な

視点に立ちまして、人口減少でありますとか建物の老朽度合いといったこと、また、今

後の社会の変化についても考慮しながら、長期的な視点で考えていく必要があろうかと

思います。全国的には取り組んでいる自治体もございますけれども、海田町にとってど

ういった総合的なマネジメントがふさわしいのかというのは、もう少し検討いたしまし

て、まず海田町にとってどういう在り方が望ましいのか研究してまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）ということは、具体的な計画の前のマネジメントについて、まずそこを

検討して、それから具体的なものへ入っていくというふうに判断してよろしいでしょう

か。 

○議長（桑原）企画部長。 

○企画部長（鶴岡）総合的に考えていこうという方針が、大きな変化がございましたので、

まずは海田町にとってどういったものが望ましいのか考えていきたいと思っておりま
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す。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）では、次、続きまして、旧道沿いのにぎわいでございます。旧庁舎につ

いて、私も何回か一般質問で御提案をさせていただいております。西国街道を歩かれる

方の休憩施設のような、イベントスペースも含めた施設を造ってはどうかという提案を

させてただいておりますが、これについては、これも総合的なマネジメントの中で活用

を検討していきたいとおっしゃられておりますが、町長としてはどのようにお考えです

か、町長も旧道沿いにお住まいなので、今の旧道沿いの現状をよく分かっていらっしゃ

ると思うんですけど、旧役場庁舎の跡地について、町長としてはどのようにお考えでし

ょうか。 

○議長（桑原）企画部長。 

○企画部長（鶴岡）先ほども答弁いたしましたとおり、これまでも旧庁舎の跡地について

個別に考えて執行部の案を御提示してまいりましたが、やはり、他の公共施設等の、と

の総合的に考えて、旧庁舎の跡地がどのような活用の仕方をするのが望ましいのか、そ

ういったところを考えていく必要があるかと思いますので、議員御指摘の西国街道沿い

のにぎわいづくり、こういったことも考慮に入れながら総合的に考えていきたいと思っ

ております。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）総合的にと今言われたら、それまでなんですけど、やっぱり来年度に入

りますと、庁舎の解体が始まりますよね。そうすると、町民にとってはこの後何ができ

るのかという興味が増すわけですよ。我々にも何ができるんという質問を度々されるわ

けです。私はこういう提案しているんだということは申し上げるんですけど、ただ、今

の状況だと、何も分からないよというふうな、取りあえずは空き地にしとくんよという

ぐらいしか、私たちも言えないんですが、もっと具体的な案を、できるだけ早くつくっ

ていただきたいと思うんですけど、その前に議会の理解も必要なんですけど、今の状況

だと、延ばし延ばしになって、解体が終わったごろにできるよというんじゃなくて、も

うちょっと早く具体的な案を出していただきたいと思うんですけど、その辺は新町長の

お考えも中に入れて、言っていただきたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（桑原）副町長。 

○副町長（山﨑）議員御指摘のとおり、解体工事にはもうすぐ着手という予定で動いてお
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りますので、その後、更地になったまま、そのまま放置するというような、少し時間が

経ってしまうというようなことは望ましいことではないと我々も思っております。です

が、先ほど来、企画部長も答弁しておりますように、ほかの公共施設、町有地とのバラ

ンスであるとか、相互利用的なことも考えながら、やはり全体的なところを見て、一つ

一つの用地をどうするかではなく、全体的なところを見て考えたいと、今、検討に着手

しているところでございます。たいへん恐縮ではございますけれども、執行部のほうも

新体制に移行したばかりの時期でございますので、ここからは研究を進めながら今後で

きるだけ早く議員の皆様にも御相談させていただきたいと思っております。 

○議長（桑原）多田議員。 

○１２番（多田）できるだけ早く出していただきたいというふうに思います。なかなか旧

道沿いにつきましては、庁舎がなくなり、保健センターがなくなり、教育委員会がなく

なり、やっぱり旧道沿いのいろんな店にとっても売上げが下がったりして、にぎわいが

落ちております。是非、旧道沿いのにぎわいが戻せるような、もっとにぎやかになるよ

うな施設を考えていただきたいと思います。新町長、本当にすばらしい公約をたくさん

出しておられますので、これが、一つでも早く実現をしていただけるように頑張ってい

ただきたいと思います。以上で終わります。 

○議長（桑原）15番、佐中議員。 

○１５番（佐中）15番、佐中十九昭です。大きく３点にわたって質問をいたします。 

一つは防災の件で、尾崎川水系浸水対策についてお尋ねをいたします。去る10月12日、

広島県に日本共産党の県議と県内市町議員が来年度予算について要望をいたしました。

私は、尾崎川水系の浸水対策、もう一つあったんですよ、今の国信から河口岸までの浚

せつをすることというのが。今回はこの問題だけ取り上げて質問をいたしますが、尾崎

川水系の浸水対策について、尾崎川排水ポンプの増設と、早期実現するよう要望すると

ともに、計画の改善を併せて要求をいたしました。広島県の土木建築局の回答は、尾崎

川の流域について都市化の進展に伴い、保水・遊水機能が低下しており、平成30年７月

豪雨や令和３年７月豪雨など浸水被害が繰返し発生をしました。また、尾崎川は潮位の

影響を受けて、干潮時を除き、１日のほとんどで樋門を閉鎖しており、ポンプによる排

水で浸水被害を防ぐ必要があることから、河川整備計画では、河口部の尾崎川排水機場

の排水能力の向上と河道整備を実施する。そのために新たに排水機場を整備するととも

に、ポンプ排水能力を現在の毎秒９立方メートルから約３倍の毎秒28立方メートルに向
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上させることにより、これまでに発生をした家屋の浸水被害の解消を図るため、平成27

年度から事業に着手をしております。新排水機場を陸上自衛隊海田市駐屯地内に整備す

ることから、用地取得や支障物件の補償について、防衛省中国四国防衛局など関係機関

と調整等を進め、平成31年３月に協定を締結した。令和２年度から移転補償工事に着手

し、令和４年度に支障物件に係る解体工事及び自衛隊施設の用地補償が完了したことか

ら、今年度は護岸詳細設計を進めるとともに、新排水機場の工事用道路になる市道拡幅

工事に着手することとしており、今後とも新排水機場の工事の着手に向けて、防衛省中

国防衛局周等の関係機関と調整を重ねながら、早期完成を目指して事業を進めていく方

針で取り組むという回答でございました。そこで、具体的に尋ねいたしますが、町とし

て一日も早く実現をさせることについて、どのようにお考えで、どのように対応してお

りますか、お尋ねいたします。二つ目には、海田町の東広島バイパス沿いの雨水の下水

道整備や日の出町と月見町の大小の水路を中心に集中して雨水を流しております。それ

により大量の水量が尾崎川に流れ込みますが、水が90度にぶつかると流れが止まり、水

位が上昇いたします。私は三角調整池、貯留地とも言いますが、そこまで約500メートル

以上あり、28トンのポンプを増強しても安心できない、尾崎川の途中スクリュープロペ

ラか改良螺旋で強制的に水流を変更させることが必要であると発言をいたしましたが、

三角貯留池があるとの一点張りでした。町もこの立場で要求すべきだと思いますが、ど

のようにお考えですか、お尋ねをいたします。 

 二つ目には、高齢者の補聴器を購入する際に助成を求めるものです。耳が聞こえにく

くなることを難聴と言いますが、75歳以上では半分の方が難聴に悩んでいると言われて

います。難聴になると、危険に気がつかなかったり、家族や友だちとのコミュニケーシ

ョンがうまくいかなくなったりします。そこから孤立、独りぼっちだと感じ、うつにな

ったり、認知症になったりする。ですから、補聴器を使って聞こえを補うことが大切で、

補聴器を使えば生活の質を改善させ、認知症を予防することにもつながります。65歳以

上の方が補聴器を買う場合に町の補助制度を提案いたしますが、どのようにお考えです

か、お尋ねをいたします。 

 三つ目には、高齢者の交通弱者に安心して生活できる援助制度を提案するものです。

高齢者の方の自動車事故がよく報道されております。運転はいつまでもできるわけでは

ありません。しかし、自動車を手放すと暮らしが不便になる。その不便さを少しでも補

うことが求められております。海田町でも将来にわたって福祉タクシー利用券を発行し
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てはどうかとお尋ねをいたします。例として、香川県の三豊市は、免許証のない65歳以

上の人に500円の利用券を年間16枚、毎年交付しております。１回限りや１年限りのもの

ではなく、ずっと交付する。これが大切です。16枚では足らないと思いますが、毎年交

付されることで、それなら免許を返そうかということにもなっているそうです。三豊市

でやっているこの制度、海田町でも実施するよう提案いたしますが、お尋ねいたします。

以上です。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）佐中議員の質問に御答弁いたします。 

 まず、尾崎川水系浸水対策についての質問でございますが、１点目については、尾崎

排水機の増設が長期化し、尾崎川流域周辺ではこれまでも再三にわたり浸水被害が発生

していることから、二級河川尾崎川水系河川整備計画に沿った排水機増設の早期完成を

関係機関へ繰返し要望してございます。今後も引き続き、一日も早い工事完成を関係機

関へこれまで以上に強く働きかけるとともに、地元対応等で町にできることは積極的に

協力してまいります。２点目については、議員御提案の方法も強制的に水流を変える方

法かもしれませんが、既に広島県において排水機増設に向けて計画的に取り組んでおら

れますので、町としましてもこれまでどおり計画の早期実現を要望してまいりたいと考

えてございます。 

 続きまして、高齢者の補聴器を購入する際の助成についての質問でございますが、加

齢による聞こえづらさなど、老化に伴う身体機能の低下は誰にでも起こり得ることであ

り、これに対応した社会生活上の支援を行うことについては、その効果を見極めながら

慎重に検討する必要があると考えてございます。現在、国において、高齢者の難聴と認

知機能低下との関係性についての研究が継続して行われておりますことから、この研究

結果も踏まえ、全国統一の支援制度の創設について国に要望することも検討してまいり

ます。 

 続きまして、高齢者の交通弱者に対する安心して生活できる援助制度についての質問

でございますが、運転免許証を自主返納した65歳以上の高齢者の方には、１万円相当の

タクシー利用券かパスピーのいずれかを交付しておるところでございます。また、民間

事業所の御協力により、自主返納後に交付される運転経歴証明書を提示することで、タ

クシー運賃の割引などの支援制度も行われております。香川県三豊市のように、免許証

のない65歳以上の高齢者の方に毎年、福祉タクシー券を交付するには多額の費用がかか
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ることから実施は難しいと考えております。公共交通の利便性の向上や本町に合った移

動手段の確保等について、引き続き調査研究してまいります。以上でございます。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）再質問いたしますが、９月25日に県の議会が開かれて、海田町選出の富

永県議に私がお願いをして、県議会の中で質問をさせていただいたわけです。先ほど言

ったことも、私も10月12日に広島県の、県のそういう建設課、建築課というんですね、

これにも要望あるいは要求をいたしました。町長の答弁とほぼ同じような回答でありま

したが、水は90度に当たると水がストップしてしまうと、海田町から約4,000世帯の居住

範囲の中で水が流れるのはクリーク、僅か８メートルぐらいしかないんですね。そこに

大水路と月見町の水路、それが、全部の水が流れていく。そうすると、90度に当たると、

水が起伏して、今の土手というんか、排水路のそういうのを越水して、南堀川町、そこ

を越して、呉線越して、今まで５年間で２回も浸水があって、床下浸水も多発しておる

わけです。何回もこの問題を取り上げて、私はやっているんです。遡ってみれば、50年

間、昭和48年から海田湾の埋立て問題、それで53年から闘いを進めて、23人の弁護団、

1,023人の原告団をつくって、当時の町長、頼沢町長が今の自衛隊とデオデオがあるとこ、

西小学校の通りを真っすぐ水路をつけてくれという要求をされました。それは今言った

90度にぶつかったら水が止まることを前提に、前の町長はそのことを承知で私に言いま

した。私は原告団、その1,032人のうちの中に入ってくれという要求をいたしましたが、

立場上、それはできないと。私、事務局長をしておりました。23人の弁護団、費用は私

費で、ポケットマネーで約300万、闘いました。その結果、普通河川から二級河川になっ

たわけです。範囲は海田警察から坂町の水尻までの範囲のそういう訴訟でした。そして

今日まで、7.6トンの排水ポンプを９トンにまでさせて、二級河川と併せて、もう訴訟し

ているのに埋立てをどんどん進めるから、戻すことができないということから和解をし

たんです。和解をしたのは、昭和53年から59年までの間の闘いで和解をいたしました。

その結果が、この和解の条件の中に入っておる第４項に、排水能力が不足を生じた場合

は、排水ポンプ能力の増強を含め検討すると合意書に書いておるんです。それで、その

中には公共用地も確保するということで、安芸南高校ですね、矢野町にある、消防署か

らフジまで、済生会があるところも公共用地として残すことも条件に入れました。でも、

こうしてみると、28トンのポンプを据えても尾崎川の水がいっぱいになると、起伏して

水が流れなくなる。それを解決するには、今答弁があったような県任せでは解決しない。



３０ 

このように思うのですが、それは、どう思っておられるのかお尋ねします。 

○議長（桑原）建設課長。 

○建設課長（早稲田）尾崎川の整備計画におきましては、この排水機の増設が最重要点に

なる項目として強く要望しておるところでございます。尾崎川の河川の整備計画でござ

いますが、今の28トンの排水機の増設に加えまして、河川内に約20トンの水をためる。

そのために今年度、ためるためには川を深く掘り下げなくちゃいけないということで、

護岸の設計をしておりますので、そういった設計がきちっとできた段階で、更に必要な

対策が必要であれば、また検討していただけるのではないかと考えておりますので、今

はこの河川整備計画に基づいた排水機の増設を早期に完成いただくように強く要望し

てもらうことが大切だと考えております。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）今答弁を聞くと、例えば、現在、毎秒９トン排水している、これを28ト

ンにしたら浸水がなくなるとお考えですか、どうですか、お尋ねします。 

○議長（桑原）建設課長。 

○建設課長（早稲田）今の28トンの排水機の増設に加え、川の中に20トンためるという計

画がありますので、そこらが全てできた段階で、今の計画が完成するものと考えており

ます。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）ちょっとお尋ねを再度しますが、尾崎川が満水になると、どこまで、ど

こら辺あたりまで水位が来ると思いますか。今のハザードマップから見ると、浸水地域

があるわけですよね。その水が満水になったとき、尾崎川、二級河川、これが満水にな

ったとき、どこまで影響する、どのように考えていますか、お尋ねします。 

○議長（桑原）建設課長。 

○建設課長（早稲田）議員がおっしゃられる今の町内の平地部、尾崎川の影響が出るとこ

ろ、例えば今の、この筋の保健センター、日の出町付近まで浸水は30年７月豪雨である

とか、令和３年のときに浸水はしております。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）私、実際、当時、建設委員会の委員長のとき、15年から20年ぐらい前に

なると思いますけれども、ガソリンスタンド、あそこまで水が来とるんですよ。尾崎川

が満水になると、あそこまで今のヘドロみたいなのが濡れておる、実際に入って私は見
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たことがある。カルバートボックスの中に入って見た。そこが満水になって、尾崎川に

行こう思うても、なかなかそれが排水できない。どこかで引っ張るか、どこかで水の流

れをストップするのを流していくか、このことが必要だということを私は強調したいん

です。これ、どう思うか、お尋ねします。 

○議長（桑原）建設課長。 

○建設課長（早稲田）先ほども説明させていただきましたが、まず、排水機の増設に加え

まして、川のたまる量、要するに川の川底を下げますので、今、いわゆる、川にぶつか

って戻る、いわゆるバックウォーターに関しては川の底を下げることによって、ある程

度解消されるものと考えております。いわゆるスクリュープロペラ等につきましては、

実例等を調べてみましたが、言われるように水流を引っ張ってくるというのは効果があ

るものかもしれませんが、今、現実的にどういったものができるのかといったものがあ

りませんので、これはまず必要なのは、排水機の増設をして、川の中にためる断面の確

保、これが最優先の課題であると考えております。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）あんまり明確な答弁でなくて、ぼやっとした回答です。町長にお尋ねし

ます。町長はこれを選挙公報、出されましたね。法定ビラも出されましたね。防災のこ

とについて全く触れてないんですよ。認識はどうなのか、お尋ねします。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）防災については、町として町民の皆様の生命財産を守るのは当然当たり

前のことでございますので、しっかり町民の皆様の安全・安心で暮らせるまちづくりを

進めてまいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）気になるのはね、五つの提案ということで、防災のことは全くない。全

部ナンバーワンという表現をされとる。前の町長は今のオンリーワンということで、一

部分の１番ということなんですね。全部、今度の２番目の質問の中でも出しますけれど

も、ナンバーワンいう意味、これ、公の文書なんですね。町民に公約したもの。１番、

最低でもナンバーワン、ワーストワンだけども、ナンバーワンと言える。現在の町の状

況でもナンバーワンと言える。安芸郡でもあるいは広島県でも全国でもナンバーワンと

いう、このナンバーワンはどういう意味なのかお尋ねします。 

○議長（桑原）佐中議員、話題を戻してください。浸水対策ですから、ナンバーワンの話
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をするのはするべきじゃいないと思います。佐中議員。 

○１５番（佐中）防災のことについて全くない。ナンバーワンのうちに入らん。全く避け

とる。だから、聞いとる。 

○議長（桑原）通告にはナンバーワンの質疑はありません。変えてください。佐中議員。 

○１５番（佐中）許可が出んのですから、次に進みます。 

高齢者の加齢難聴について、75歳以上では半数が今の難聴に悩んでいると言われてお

ります。100歳時代を抱えて、高齢者の健康と生活の質を向上させるためには、どうして

も孤独や孤立の問題を解決する、あるいは生き生きと生きていくために、出やすい状況、

あるいは買物、これらが必要になってくるわけですが、これの援助、先ほど答弁にもあ

りましたが、効果があることは承知だということを言われて、国任せになってしまっと

る、全国統一の支援の創設という町長の答弁ですが、これは町独自でできないものか、

お尋ねします。 

○議長（桑原）長寿保険課長。 

○長寿保険課長（岩本）補聴器の使用がコミュニケーションを活発化したり、生きがいや

生活の質の向上につながるものと考えておりますが、この難聴については全国共通の問

題であることから、先ほどの答弁の中にございましたように、国の研究結果を踏まえま

して、国に対して助成制度の創設を要望することも検討してまいります。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）この難聴、補聴器の支援について、全国的には、私の調べでは自治体が

1,700ぐらいあるんですけども、265の自治体が実施をしております。また、意見書も多

く出されておりますので、これについて全く考えてないのかどうか、補聴器の購入問題

についてどう考えておるのか、お尋ねします。 

○議長（桑原）長寿保険課長。 

○長寿保険課長（岩本）難聴になった結果として認知症になるのかといったような因果関

係についても、まだ国のほうで研究中でありまして、その結果を踏まえまして対応して

まいります。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）町独自で実施する場合に、いろんな基準が要ったり、調査も必要なんで

すね。そのためにはＷＨＯでは平均41デシベル以上聞き取れない方に補聴器の使用を推

奨しておるんですが、町として実態を調べて対応することが大切だと思うんです。です
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から、まず実態を調べること、これはどうなのか、お尋ねします。 

○議長（桑原）福祉保健部長。 

○福祉保健部長（森川）この高齢者の方が難聴になることにつきましては、高齢者の健診

とかでの健診はない状況です。それはやはり全国一律の状況でございます。その中で、

平均41デシベル以上というところ、議員さん御指摘いただきましたが、そのあたりも町

として調査するような今データがない状況です。ですから、町長答弁にもございました

ように、国の研究の結果を踏まえていきたいというところと、全国統一の制度について

要望することも検討していきたいと思っております。また、本町として取り組むことと

して、例えば予防であったり、周りの方で聞こえづらさがいらっしゃる場合には、話し

手が気をつけるポイントを啓発してみたり、そのような町としてできる対策について検

討していきたいと思っております。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）議長から、またお叱りを受けるかもわかりませんが、町長の公報の中に、

高齢者の暮らしナンバーワン、この中には、介護に頼らない健康寿命を延ばす仕組み、

これに難聴問題どう対応するのか、認知症にならないで元気で、しかも明るく、住んで

いくのに暮らしやすい新しい海田町をつくるという、これをナンバーワンに上げておら

れますが、どうなのかお尋ねします。 

○議長（桑原）福祉保健部長。 

○福祉保健部長（森川）高齢者施策につきましては、確かに加齢によって聞こえづらくな

ったり、目が見えなくなったり、様々な身体状況が出てまいります。それに対しまして、

やはり若い時期から健康づくりというのは大事になっております。それもございますの

で、健康寿命を延ばすために、多くの世代の方の健康づくりに本町として取り組み、ま

た高齢者の方が生活しづらさを感じないような地域サポートについて、海田町地域包括

支援センターであるとか、各関係機関としっかりと連携しながら、健康寿命の延伸に取

り組んでまいります。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）これを補助する場合に、町長の決裁や方針が必要なんですね。つくろう、

新しい海田、10年後には云々いうて、これを暮らしやすい満足度ナンバーワン、ここに

触れるわけですよ。ナンバーワンといったら対応せにゃ実現しないんです。町長のそう

いう基本姿勢を尋ねてるんです。まだ提案もしておるんですが、どうなんかお尋ねしま
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す。 

○議長（桑原）副町長。 

○副町長（山﨑）先ほど来、福祉保健部長が答弁しておりますとおり、難聴対策につきま

して、個別にこれだけを一つ捉えてというよりは、加齢に伴う様々な不調等はどなたに

でも起こりうることですので、町全体の財政状況にも限りがございますので、どこを優

先してやっていくかというのは、これから町長とも、もちろん町長が目指すまちづくり

全体のことも踏まえまして、町長とも相談しながら執行部で様々検討してまいりたいと

考えております。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）町長は、なったばかりですから実態も分からないし、方針もまだ流れが

分からないから、答弁が難しいかもわかりません。しかし、今度、来年度の予算、ある

いは10年後誰でも憧れるまちというキャッチフレーズを出されました。その中にナンバ

ーワンというのがありますが、心構えとして基本方針としてナンバーワンのそういう方

針でいかれるのかどうかお尋ねします。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）海田町にお住まいになられる町民の皆様、各世代の方いらっしゃると思

います。各世代、子どもからお年寄りの方々までこの町に住み続けて良かったと、ここ

が一番だというふうな思いの中で暮らしていただけるような施策を展開してまいりた

いと考えているところです。先ほど、副町長も答弁しましたとおり、予算には当然限り

があるわけでございますので、しっかりと、10年後誰もが憧れるまちの実現に向けて、

優先順位をつけながら予算配分をしてまいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）今後のそういう方針に期待をいたします。 

 次に三つ目ですが、高齢者の交通弱者について、生活を、安心してできるそういう施

策、これに対して援助制度、先ほどの答弁では、いろいろ１年間のそういう助成制度を

設けて、タクシー券かパスピーかいずれかを交付していると。しかし、１年間でもらっ

て、その次はどうするの。生きている限り、動ける限り、援助が必要なんですよ。その

援助をするのが自治体の責任。議長からまたいろいろ言われるかもわからんが、地方自

治の目的、御存じかどうか。議長が止めるから、私が言いますが、住民の安全・健康・

福祉を増進させる、これが目的なんです。だから、高齢者について一定程度の助成や援
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助が必要だと思うんです。１年ぽっきりでやめたら、ますます悪くなってくるような感

じがする。家族にも負担がかかる。独り暮らしはなおのこと。それじゃ、免許を返納せ

ずに置いとこうかいうたら、事故に関わって、１人だけならいいけども巻き込む事故も

含んでくる。こうなると大変なことになる。そういう面では１年ぽっきりでなくて、ず

っと続けていくこと、これが必要だと思うんですよ。三豊市みたいにずっと、そういう

券でなくても、何割か、５割を補助するとか、そういうことも考える必要があると思う

んですが、それはどうなのか、お尋ねします。 

○議長（桑原）長寿保険課長。 

○長寿保険課長（岩本）三豊市の例を挙げておられます。それぞれの市や町によって、面

積、人口、高齢化率など事情が異なるため、本町に合った移動手段の確保等について調

査研究してまいります。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）循環バスもある、路線バスもある、３キロ掛け3.5の小さな町で、歩いて

も大体行ける範囲。だけども、高齢者はなかなか歩くことが難しい。ということになれ

ば、今のふれあい循環バス、これは新しくできたコースですね。だけども、時間的に考

えてみたら、行くときには時間が、予定をして利用できるんです。帰るときに全く予定

が立たない。病院に行っても買物に行っても。それで時間がかなり広がっとる。次の便

を利用しようと思うと、１時間も２時間も待たなきゃ利用できないような状況、そうし

た場合にタクシー券みたいな助成が必要だと思うんです。それを助ける方法をどう考え

ているのか、一番苦情があるのは、行くときには循環バスとか路線バスを使っても、帰

りの時間がものすごいロスが出てしんどくなる。だから、タクシーに乗って帰るという

のが、本当の高齢者の要望なんですよ。それはどうなのかお尋ねします。 

○議長（桑原）総務部長。 

○総務部長（丹羽）今、循環バスの話が出ましたので、私のほうから答弁をさせていただ

きます。確かに今の循環バス利用についてはなかなか待ち時間が多いと、接続が悪いと、

そういった声も聞いております。そのために、来年度策定いたします公共交通計画にお

きまして、そういった高齢者の方々も障がい者の方々も皆さんが活用できる循環バス、

またはそれ以外の方法についても検討を行ってまいりたいと考えておりますので、今、

議員がおっしゃられるタクシーのみならず、そういった公共交通も併せて検討をしてま

いりたいと考えております。 
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○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）再度お尋ねしますが、１回限りでなくて、何年度かにわたる、あるいは

生涯にわたってそれを援助する、そういう仕組みを検討の中に入れるのかどうかお尋ね

します。 

○議長（桑原）福祉保健部長。 

○福祉保健部長（森川）生涯にわたって、三豊市のようなタクシー券を交付することとい

うところでございますが、町長答弁もございますように、まず交付するには多くの費用

もかかってまいります。また、それは一般財源となってくる、そういうところの点も踏

まえながら、公共交通の利便性の向上や本町の町に合った交通手段の確保、それから、

高齢者の方々が本当にタクシーだけを希望されているのかとかも総合的に調査研究し

てまいりたいと考えております。 

○議長（桑原）佐中議員。 

○１５番（佐中）タクシー以外に何がありますか。例えば、循環バス、あるいは路線バス、

路線バスも３コースあるんです。三迫行きと南幸町と、四つあるんか、今の畑賀のほう

に行くんと、済生会の方にほうに行くんと。循環バスは、ふれあいバスは２コースある。

だけども、循環バスはコースが違う場合がある。乗換えないかん、川から向こうという

ようなね、そういう不便さも出てくる。ここに問題がある。だから、利用して目的地ま

で行って、帰りが何時間も待たないかん、待てないからタクシーに乗る。それをカバー

をしてあげる、こういう方法を提案するわけですが、再度お尋ねします。その提案につ

いて調査をしたり、あるいは実施の方向で向かっていくのかどうかお尋ねします。 

○議長（桑原）総務部長。 

○総務部長（丹羽）やはり、福祉タクシーだけの問題で片づくものではないと考えており

ます。先ほど出ました公共交通としての循環バス、又は、それ以外の公共交通の導入、

そういったものを視野に入れて、総合的に高齢者、障がい者の皆様の利便性を確保する

というので来年度計画を立てさせていただきますので、そちらのほうで専門家と議論し

ながらいい計画を作ってまいりたいと考えております。 

○１５番（佐中）終わります。 

○議長（桑原）13番、﨑本議員。 

○１３番（﨑本）13番、﨑本でございます。２点ほどお願いいたします。橋りょう工事に

ついて。現在、町では幾つかの橋について計画中、工事中であるが、調査検討が十分に



３７ 

なされているか疑問がある。新畝橋について。大型車両の通行に支障が出ない設計にす

べきとの指摘を受けて、執行部は検討を行ったが不十分内容である。上下流の日下橋と

国信橋で大型車両の混入率を調べた結果、3.5パーセントと低かったと問題を軽視して

いる。通行最長は16.5メートルのトレーラーであったのだから、それを基準に設計すべ

きではないか問う。次に、トレーラーが北の町道２号線から橋に進入すると、内輪差を

確保するために対向車両がいっぱいまではみ出し、極めて危険である。橋の幅を広げら

れないなら、せめて隅切りを大きく取り、車線をはみ出しての走行は止めるべきではな

いか。経費を削って安全性をおろそかにすべきではないと考えるが、見解を問う。 

 ２点目について、小学校の建替えについて。令和５年９月議会において、文教福祉委

員会委員長の提出の海田東小学校及び海田小学校の早期建替えを求める決議が可決さ

れた。また、海田東公民館再整備特別委員会からの中間報告では、公民館の整備は単独

で行うべきか海田東小学校と複合で調整すべきかを確認したところ、単独ですべきが多

数であった。議会の意見は、小学校の建替えは一刻の猶予もなく、子どもたちの安心安

全を確保し、良好な教育環境を早急に整備すべきと示したものである。しかしながら、

11月半ばになっても、執行部からは東小学校、海田小学校の建替えについては、具体的

なスケジュールの説明がないままである。当初予算に計上された海田東小学校本館整備

基本構想・基本計画策定業務もなされていない。議会の意思に対する無反応は議会軽視

と言われても仕方がない。今後、方針、スケジュールを明確にするとともに、早期建替

えの具体的な行動を行うべきと考えるが、町の考えを問うものであります。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）﨑本議員の質問に御答弁いたします。 

 まず、橋りょう工事についての質問でございますが、最初に、設計車両の考え方につ

きましては、今年８月の総務建設委員会及び９月定例会での御意見を踏まえ、実態調査

を実施するなど、再検討し、結果を取りまとめ、10月の総務建設委員会で御説明させて

いただきました。この中で設計車両につきましては、これまでどおり11トン貨物車とす

ることが最も妥当であると考えております。その理由について４点御説明いたします。

１点目としまして、道路構造の技術的基準を定めるに当たって、参酌すべき一般的技術

基準を定めた道路構造令の道路区分によりますと、仮称新畝橋はトレーラーを設計車両

とする道路区分の対象ではないこと。２点目といたしましては、交通量調査の結果、ト

レーラーの通行は国信橋で１日１台、日下橋では０台であったこと。また、事業者への
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聴き取りにおきましても、トレーラーは１日１台程度で運行しない日もあるなど、通行

量が極めて少ないこと。３点目といたしまして、町道２号線及び県道東海田広島線の用

途地域は住居地域及び準工業地域であり、将来的にもトレーラーが数多く通行するよう

なまちづくりを進める地域ではないこと。４点目といたしまして、橋りょうの構造がコ

ンパクトになることで橋りょうに接続する道路の交差点もコンパクトになり、交通事故

の発生抑制につながることなどが挙げられます。次に、設計車両よりも大きい車が通行

した場合の対応についてでございますが、御指摘のあった町道２号線から仮称新畝橋の

左折につきましては、反対車線の停止線を少し後退させることで、トレーラーの通行は

確保できるものと考えております。 

 続きまして、小学校の建替えについての質問でございますが、海田東小学校本館及び

海田小学校本館につきましては、老朽化が進み早期の建替えが必要であることから、教

育委員会学校教育課内に校舎建替推進チームを設置し、速やかに海田東小学校本館から

基本構想の策定に着手してまいります。以上でございます。 

○議長（桑原）﨑本議員。 

○１３番（﨑本）大体、質問の趣旨をあなた方は全然考えてないのよ。新畝橋を設計する

に当たって、今の海田町の明神橋から国信橋までの間にまともな橋が一つもないから、

ワイテックのところ、せっかくバイパスができたから、あそこへつけてはどうかと言わ

れて十何年間かかって、初めてこういう設計が出されましたよ。あなた方が出された設

計には調査設計を求める調査費には何千万て、何千万か一千何ぼじゃったか、何ぼか知

らんのじゃが、そのときの設計にはこういう隅切りがあるちゃんとした図面を出されま

したよ。これで設計予算を組んでくれと。こういう橋ができるんなら、ほんじゃ設計し

てもらおうじゃ、やってもらおうじゃないかと、みんな喜んで賛成しましたよ。出され

た結果は、今度はこういうちゃちな設計を出されましたよ。瀬野川運輸やうちの下にす

ぐ海田運輸がありますが、運転手の方にこれとこれとのどちらの橋が、新しく架けて、

適切な橋か、90パーセント以上の方がこの最初の設計で出された、そりゃ、﨑本議員、

最初のがええよ、こういう隅切りがない、オーバーラインするような橋は新しい橋で考

えられんよという答えでしたよ。それに対して、この答弁はなんですか。でたらめな答

弁じゃないですか。あなた方はずっとこういう答弁をされるんですよ。設計委託のとき

には、いかにもすばらしい構想を出して出されます。設計委託したら、それがまともに

入ってないでしょうが、それが。どうですか、そういう考えは。今、三迫三丁目の橋も
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そうでしょうが、設計委託したときには、矢板を打つような構造で設計委託されたんじ

ゃないですか。それも試験掘りも何にもせんと。ある業者が、矢板はこういうとこには

打てません、そういう予算ではと言われたら、あなた方が勝手に業者と協議して、それ

じゃ、薬注でやりましょう、すぐ当初の設計を変更するんじゃないですか。だから、今

までいろいろな問題が出ちょるんじゃないですか。出たときには、今後は真摯に受け止

め、改めますいうて、ずっとそれを言われておるんじゃないですか。もうちょっと真摯

に受け止めて、まともな答弁を書いてくださいよ。説明をお願いします。 

○議長（桑原）建設課長。 

○建設課長（早稲田）今回の畝橋の設置につきましては、先ほど町長答弁もございました

ように、交通実態、道路の将来計画、周辺の都市計画、歩行者等の交通安全等を踏まえ、

総合的に判断して橋の設計を進めてきました。確かに基本設計の橋のほうがスムーズに

通るかもしれませんが、今、申し上げましたことを検討した結果、現在、詳細設計を提

案し、橋の形を出させていただくものでございます。 

○議長（桑原）﨑本議員。 

○１３番（﨑本）それが間違うちょると言うちょるじゃないですか。当初の設計が良かっ

たら当初の設計しなさいよ。今の時点では、そこをトレーラーも通れんから、１日１台

がどうのこうの言うて、将来はどういう道路の関係、どう発展するか分からんでしょう

が、新駅もできるし。海田町どんだけ発展するか分からんでしょうが。あなた方、将来

のことを考えてやっとるんかや。冗談じゃないわいや。新しい海田町になったら、もし

か、瀬野川挟んであっちとこっちが、もうちょっと町が発展したら、将来はどういう橋

を架けるんよ。これで我慢しとけということか。それが将来的なあなた方の考えか。将

来は、計画では県にも聞いてみんさいや。畑賀に抜ける道もきちっとせないけん。そう

いうことを一つも考えちゃへんのじゃろうが。海田町も今度選挙区が変わって、南区と

一緒になったら、ちゃんと発展せないけんでしょうが。そのためには、府中か畑賀を通

って森林公園のほうへ行く道よ。ちゃんと造らないといけんような計画も国土交通省に

出してあるんじゃ。あなた方は将来のことを考えて、町の計画というものは一つも考え

てないじゃないか。どうよ、それ、はっきり言いなさいや。今の答弁は三迫三丁目の橋

は答弁が入ってないじゃないか。勝手にあんたらがやって。また、補正予算を組んで、

追加するんけ。そうじゃろう、今まで、ずっとそうじゃないか。もうちょっとしっかり

とした計画を立てなさいいうて言うちょるじゃない。どうかいの、もう一回答弁をお願



４０ 

いします。 

○議長（桑原）建設課長。 

○建設課長（早稲田）三迫三丁目今の出合橋のところだと思われますが、の工事につきま

しては、おっしゃられるように矢板工法で工事を発注しております。しかしながら、業

者のほうで、ここを今の川に矢板を打ったときに、岩、ガンですね、石とかが出てきて、

矢板が入らないことも考えられる、ということから、今の薬注での施工承諾でやらせて

いただきたいということで、町としては今設計変更の考えを持っておりません。 

○議長（桑原）建設部長。 

○建設部長（久保田）私のほうから道路計画について御答弁させていただきます。先ほど

﨑本議員のほうから、将来のまちづくりを考えたら、ぴしゃっとした道を造るべきじゃ

ないんかということでございます。全くそのとおりでございます。それを加味して、今

回、提案させていただいとるのがこの案でございます。今、町長答弁でも申しましたよ

うに、１点から４点までございます。我々が道路を造っていく上では、あの橋を通行す

る車は将来的にもあの近辺を考えたら、住居地域とか、あと準工業地帯でございます。

認定保育所もございます。そういったところにセミトレーラーをばんばん通すような道

路設計は考えておりません。ただ、町の発展にちゃんとなるように、当然、﨑本議員が

言われるように、今からも、将来にわたってこの道を町民の皆さんがしっかり使ってい

ただいて、なおかつ、歩行者の方もいずれ通学路にもなろうかと思います。そういった

歩行者の方、高齢者の方にも安全に横断歩道を渡っていただけるような道路構造にする

ためにはどうしたらいいか、それを凝縮して説明させていただいたのが、今の１点目か

ら４点目でございます。繰返し答弁はいたしませんが、言われるとおり、御指摘のとお

り、当然、将来を見据えて、町の発展になるために道路計画をさせていただいておりま

す。 

○議長（桑原）﨑本議員。 

○１３番（﨑本）そういうね、言い訳よ、そりゃ。将来のために一つも考えてないでしょ

うが。あなた方が最初に出された設計はこれですよ。あなた方がされたのはこれですよ。

ほいじゃ、これのとき、そういう計画を説明しなさいや。議会に出したら承認を得たら

後は何してもええ、あなた方は今までそういう勝手な構想を持っておられるでしょうが。

今、中途半端でぶらぶらになっている143号線の橋も、何や、ありゃあ。副町長、ちょっ

と申し訳ないですが、今更論議しても時間もないし、一旦持ち帰って、建設委員会で今
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後の考え方をもう一回説明してくださいよ。今のとおりでええか悪いか知らんのじゃが。

どうですか、副町長。今やったって、時間がないんじゃけ、結果はあれでしょうが。持

ち帰ってやってくださいや。誰があんたに聞いちょるんや。副町長に聞いとるんじゃな

いか。あんた、町長の代理じゃないわ、町長の代理は。 

○議長（桑原）﨑本議員。 

○１３番（﨑本）はい。元の町長はもうおっちゃないんじゃから、あんた、町長の代理じ

ゃないんじゃけ、わし、副町長に聞いとるんじゃけえ。 

○議長（桑原）副町長。 

○副町長（山﨑）御指名ですので、答弁申し上げます。この件につきましては、﨑本議員

からの再三の御質問、御意見承っておりますけれども、町長の答弁にございましたとお

り、様々考慮した結果、このような設計で現在進めております。大型車両ができるだけ

通行しやすいような設計にということで御意見をいただいていると受けとめておりま

すので、その点について詳細、今後検討の余地があるかどうかにつきましては、御指摘

の総務建設委員会のほうでもう一度御説明をさせていただきたいと思います。 

○議長（桑原）﨑本議員。 

○１３番（﨑本）次、行きます。この建替えの答弁を見ますと、わし、この前、全協でも

あなた方の今の校舎建替推進チームを設定し速やかにとありましたので、一つでも前向

きに基本構想が策定されるものと考えておりますので、中間報告も得てですよね、なる

べく校舎建替推進チームを設定を早くして、基本設計も早く策定をして、早くこの答弁

のとおりやってもらえるように、教育委員会、できますか。 

○議長（桑原）教育次長。 

○教育次長（森山）町長答弁にもございましたように、建替チームのほうを学校教育課内

に設置をいたしまして、１月より着手に入ってまいりたいと思います。また、具体的な

スケジュールや中身の検討する組織につきましては、定例会終了後の文教福祉委員会の

ほうで、改めて御説明をさせていただきたいと思っております。 

○議長（桑原）﨑本議員。 

○１３番（﨑本）よろしくお願いします。ほいで、わし、最後ね、副町長にお願いします。

これが正しいか正しくないかは、出されたときに議会が否決するか可決するかの問題で

すので、しっかりそこは調査研究して出してください。以上で終わります。 

○議長（桑原）暫時休憩します。再開は13時。 
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午前１１時４２分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（桑原）休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 傍聴人の方に申し上げます。傍聴席内では私語は慎んでいただきたい。そして、スマ

ートフォンなどの電源をお切りいただくようお願いを申し上げ、円滑な議事進行に御協

力をいただきますようお願い申し上げます。 

 それでは一般質問を続行します。１番、白井議員。 

○１番（白井）１番、白井です。この度、初めての一般質問をさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

 私からは１点の質問をさせていただきます。行政運営の安定について。竹野内町長就

任に当たり、基本方針がございます。つくろう新しい海田。10年度、誰もが憧れるまち

へ。三つの基本方針、町民との対話を大切に、個性や多様性を尊重、挑戦する人・地域

の応援。具体的な政策やビジョンはこれから示されると思いますが、それらは全て海田

町のより良い未来に向けて考え、行動されていくと思われます。私は提案として、海田

町民に、このまちに対する愛着心や誇り、一生住み続けたいと感じていただくためには、

まずは、この町で働いている、この町を動かすハンドリング部門を担う町の職員さんが

仕事に対して前向きで、モチベーション高く主体的に働いていただくことが大切だと感

じております。先日、第５次海田町総合計画、ひと・まち・みらいをつなぐ暮らしやす

さが実感できるまち、かいた、みんなの力を合わせてつくるリバブルシティを拝見しま

した。これは2021年３月に策定されていて、2021年から2030年までの10年ビジョンの位

置付けだと思われます。この中には、目指すべき海田町の将来像が成文化され、財政面

や人口推移、地球環境などの幾つかの分野に分かれて記載されていました。目指すべき

将来像に対する現状や強み弱みが具体的に示されており、大変すばらしい計画でありま

した。しかし、その中には行政の方々に対する働き方の項目はありませんでした。現在、

常勤の職員が約200名いらっしゃいます。非常勤も合わせると約400名となり、その中で

メンタルの不調での休職者の方が四、五名いると聞いております。その方々のケアやフ

ォローする専門の職員さんも２名いらっしゃると伺いましたが、休職者が少し多いなと

私は感じました。今後、生き生きとやりがいや豊かさを感じながら働く職員さんを増や
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すためにどのような取組をお考えですか、お聞かせください。よろしくお願いします。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）白井議員の質問に御答弁いたします。行政運営の安定についての質問で

ございますが、町の各種施策を執行していくためには、職員の知識、経験、健康は欠く

ことのできないものでございます。新庁舎に移転したことで、職員の働く環境も大きく

改善しており、併せて、職員には新体制において気持ちも新たに職務に当たっていただ

きたいと考えております。私といたしましても、町民の皆様との対話と同様に、職員と

の対話を重視いたしまして、職員一人ひとりがやりがいを持って生き生きと働ける環境

となるよう努めてまいります。以上でございます。 

○議長（桑原）白井議員。 

○１番（白井）ありがとうございます。現在、日本は1960年以降、経済的な成長は遂げた

が、幸福度というものに関しては全く上がっていないというデータが出ております。幸

福度というものを感じるのは個人個人千差万別ではございますが、そういったところも

すごく大切なことだと私は感じていまして、町民の皆さんとの対話、プラス職員さんと

の対話を必要とされるという御答弁でしたが、例えば、200人という大勢の働く方がいら

っしゃいますけども、一つ、個人面談をしてみてはどうかなということを提案します。

精神的なゆとりや、もちろん適材適所、その人その人に合った働く環境を配置するとい

うのもすごく大事だと思いますし、そういったところの取組で、職員さんからの小さな

声でも吸い上げて、より良い海田町、働く環境を整えていかれたら良いかと思います。

ユニークな取組例としまして、島根県の隠岐の島、海士町というところでは、職員さん

の採用試験の際にキャンプをするという取組がございます。海田町にもキャンプ場がご

ざいます。整備されたばかり、再整備というか、そういったものが行われまして、私自

身もこの間使用しましたが、駐車場のところは整備されていましたが、まだまだ仮設の

トイレであったりとか、課題がすごく山積みかなというのが正直な意見です。そういっ

たところも町の皆さんと一緒に体験されて、採用試験のときとか学科試験とか、数十分

の面接ではその人が地域のために一緒に汗をかいてくれる人かどうかっていうのは図

れないと思うので、そういった長時間共に過ごして、この人がどんな人なのかというの

を知り得る中で、キャンプ場というのもいい活用かなと私は思いました。10年という長

いビジョンの中には学力や能力だけではなく、やっぱり人柄とか人の資質として臨機応

変に対応できる人とか、器の部分がすごく大切になってくるかなと思いますので、前例
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にとらわれない行政運営をしっかりしていただきたいなと思うのですが、いかがでしょ

うか。 

○議長（桑原）総務課長。 

○総務課長（中村）御指摘の職員採用試験の取組等につきまして、今年度からインターン

シップの取組等について検討しているところでございます。海田町がどのようなところ

か知っていただくために、学生さん等を対象にしながら海田町の仕事がどういったもの

か知ってもらうとか、そういったようなとこも検討中でございます。議員おっしゃるよ

うに、様々なところを見ていかなければならないと思います。学力だけではなくいろん

なところを見て、例えば愛町心ですとか、そういったところも図っていかなければなら

ないと思いますので、今後の取組の中で、十分そのことについて頭に置きながら検討し

てまいりたいと考えております。 

○議長（桑原）白井議員。 

○１番（白井）現在、退職者に関しては辞表を提出されて退職するというのが基本なんで

しょうか。民間の会社のほうでは退職代行といいまして、直接本人から退職願いを出す

のではなくて、代わりに業者の方から民間の会社に対して、丸々さんはこの度退職する

ことになりました、これからのやり取りはその業者を介して退職までのやり取りをいた

しますということが始まっては来ているんですけども、何が申したいかと言いますと、

人と人とのコミュニケーションがすごく薄れている時代背景がございまして、行政の中

とか、ほかの民間の会社もそうなんですけど、人と人のコミュニケーションをもっと取

れる状態を長く続けたいし、本町の中ではコミュニケーションが取れる体制で、行政運

営をしていただき、より良い発展に向けて働いていただきたいなと思っておりますので、

その辺もひとつお聞かせ願いますでしょうか。 

○議長（桑原）総務課長。 

○総務課長（中村）退職につきましては、本人のほうからの希望によりまして、それを受

理するという形での退職承認という形を取っております。特に退職代行の業者さんから

いただいてというような取組は現在のところはしておりません。 

○議長（桑原）白井議員。 

○１番（白井）ありがとうございます。働き方もそうなんですけども、小学生からの教育

に関しても、子どもの頃からの教育がすごく大切だと思いますので、そういったコミュ

ニケーション能力がたけている小学校の授業というような取組、授業とは別の部分で人
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として生きていく上で大切なところをもっともっと養っていただけるような教育も基

本的に考えていただいて、海田町独自の教育の在り方だったり、海田町独自の行政の在

り方というのを期待しておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（桑原）答弁は要りますか。 

○１番（白井）大丈夫です。 

○議長（桑原）よろしいですか。 

○１番（白井）私からの質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（桑原）９番、下岡議員。 

○９番（下岡）９番、下岡です。まず第１点目、町政の進め方について。竹野内町長、御

当選おめでとうございます。この度の町長選挙では、多くの町民が町長の、つくろう、

新しい海田に賛意を示しており、町長の政策立案能力、実行力や対話による課題解決手

法に期待しています。町長は時代を先取りした積極的な公約を掲げておられます。挑戦

的な試みについてもう少し詳しい説明をお願いします。まず１点目、子育て教育分野を

見ても、紙おむつ、給食費、子ども医療費の無償化や海田っ子応援基金等多額の財源が

必要となりますが、予算組立てを含め、実現方策をお尋ねします。２点目、スターバッ

クス誘致や新駅実現等は相手があることで、どのようなスタイルで説得交渉に臨まれる

のかお尋ねします。３点目、築50年近い危険建築物である海田東小、海田小や老朽化が

進む東公民館、町立図書館の建替えについて取組方針をお尋ねします。４点目、官民連

携による高齢者見守りサービスの導入や官民合同チームの伴走支援で自治会の負担軽

減・活動活性化について相手方の民とはどのような人たちで、どのような枠組みを想定

しておられるのかお尋ねします。 

 ２点目、町有地の境界管理について。執行部より、町長選最中の11月１日に議会に対

し境界確定の訴訟を町が提起された旨の報告があった。詳細について問う。１、訴状を

受け取ったのが２年前の令和３年12月３日で、弁護士と委任契約を結んだ後、翌４年１

月に着手金33万円を支払い、11回の口頭弁論を行ってきた。来年１月に判決予定とある。

なぜ今頃になって議会に報告するのか、遅れた理由を問う。２点目、原告Ａ氏は赤い線

ＸＹを主張とあるが、対し、町はどこを境界と主張し、口頭弁論では何を主張したのか

問う。３点目、赤線と青線の幅はブロックの厚み幅、普通10センチであり、ＸＹの長さ

を掛けた面積はわずかなものであり、全部譲ってもたかがしれている。なぜ和解しなか

ったのか問う。４点目、いつ現況になったのか。登記の公図はどうなっているのか。原
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告の取得時効の成立が認められ、海田町敗訴の可能性が高い。なぜ、この裁判を受けて

立ったのか。行政のメンツか。Ｂ氏に肩入れをしなければならない理由でもあるのか問

う。大きく２点目、海田町は取得時効を認めるかについて消極的である。何年か前、三

迫三丁目で、何十年も田んぼ状態である土地に対し、町は大昔の公図を出してきて、里

道があるからと買取りを要求し、所有者が取得時効を主張しても海田町には取得時効を

認める制度がないとし、紛争となり、最終的には買い取らせた。民法では所有の意思を

持って平穏にかつ公然と善意で10年、悪意であっても20年占有すれば、所有権を取得す

ると規定している。町は取得時効の概念を認め、制度化すべきではないか問う。３、登

記の促進について。町は地籍調査事業に毎年予算計上し、町道と民地間の公図、登記情

報と現況の不一致解消を推進中である。一方では、広島市安芸消防署の町営プール跡地

移転について、広島市が占有する消防署用地を分筆登記するよう指摘しても違法ではな

いとして登記変更をせず、共有地状態を続けるという。現況と登記情報の不一致を意図

的につくり出していることは矛盾である。見解を問う。県は西ノ谷川支川上流において

砂防ダム３基の建設に着手したが、工事用道路を着工できず困っている。町と一住民の

間で、高岸１号橋付近で現況と公図が不一致の境界を巡り争っているからである。高岸

１号橋は約20年ほど前に架替えを行っており、その際に争いの場所も登記変更手続きを

行っておれば、現在の紛争は起きなかった。安芸消防署建替え用地についても登記変更

しない、すなわち現況と登記の不一致状態で将来広島市と紛争が起きないと言い切れる

のか問う。現況と登記情報の一致を町方針とすべきではないか問う。 

 ３、組織改革について。この度の町長選挙は２期８年の西田町政が評価を受ける選挙

でもあった。選挙戦の中で、今の町政は町民を向いていない、行政は住民に十分な説明

を行っていない、住民の声を聞いてもらえない、無視している、変えてほしいと多くの

不満の声が聞こえてきた。前町長は出陣式において、国会議員、代理を含めて、県会議

員、他市町の首長、議員など多数を呼んで応援演説を受けたらしいが、国や県など上ば

かり見ていることの象徴である。質問します。１、つくろう 新しい海田はまず役場の

組織改革から始めるべきではないでしょうか。町民の不満は自分たちの思いが町政に反

映されていないことにあり、組織が目詰まりを起こしているか、中枢部が機能不全に陥

っているかです。職員の多くは懸命に職務に励んでいますが、町民ではなくて上を見な

がら指示された仕事のみをやり、上下対話はない。上がこけたら皆こける。この２期８

年で組織にあかやちり、ほこりが相当たまっている。職員の意識改革と共に中枢部の大
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掃除を強力に進めるべきではないか問う。２点目、不適切な業務処理を防ぎ、組織規律

を守る手段として監査制度がある。監査委員は公正、中立の立場で透明性が要求される。

質問します。自治法改正により議会よりの選出は必須でなくなり、岸和田市は３名全員

を民間出身とした。首長との距離で判断に影響が出ることのないように、２名とも民間

出身としてはどうか問う。役場経験者など執行部や首長とつながりがある場合も同様で

あるので、民間出身者は無関係の者とするルールを導入すべきではないか問う。以上で

ございます。よろしくお願いします。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）下岡議員の質問に御答弁いたします。 

 まず、町政の進め方についての質問でございますが、１点目の紙おむつ・給食費・子

ども医療費の無償化・海田っ子応援基金の実現方策についてでございます。おむつの無

償化につきましては、現在、町内の子育て支援センターで行っているおむつの配布につ

いて、配布回数の増も含めて検討してまいります。給食費無償化につきましては、選挙

期間中に町民の皆様と対話する中で、子育て家庭の負担軽減策として非常に期待の高い

取組であることを実感したところでございます。一方で、現在実施しています物価高騰

分の補塡を含め、全て町負担で実施するには毎年多額の経費が見込まれることも事実で

ございます。現在、他の市町において新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金の活用により、時限的に無償化を実施した事例もございますので、こうした事例や今

後の交付金等財源の動向も研究しながら、例えば、実施期間を区切ったり、特に経済的

負担の大きい学年を対象に実施するなど、前向きに検討してまいりたいと考えておりま

す。子ども医療費の無償化につきましては、まずは通院の対象年齢を令和６年１月から

中学校３年生までに引き上げますので、その後の医療費の動向や財源等を考慮しながら、

段階的な実施について検討してまいります。海田っ子応援基金につきましては、才能の

ある子どもたちがその才能を伸ばす機会を十分に得るために必要な経費を支援する基

金を創設し、子どもが健やかに育つ環境を整備したいと考えております。財源等につき

ましては、今後、広く町内外の皆様に御協力を求めることも視野に実現に向けて取り組

んでまいります。続きまして、一般企業等との交渉についての質問でございますが、本

町への進出を促すためには、企業にとって採算が取れる地域であることが伝わるよう、

人口の増加状況等、データを整理し、本町の有するポテンシャルを企業に伝えていくこ

とが重要と考えております。また、多くの企業は理念の中に環境への配慮や地域との共
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生などを掲げて取組を進めてございます。その企業の有する価値観と町の目指すまちづ

くりの方向性が一致すれば、興味関心を持っていただけるものと考えておりますので、

本町が目指すまちづくりをまずはしっかりお伝えをいたしまして、進出を働きかけてい

きたいと考えております。次に、老朽化が進んでいる海田東小学校本館及び海田小学校

本館については、早期の建替えを要することから、教育委員会学校教育課内に新たに校

舎建替推進チームを設置し、事業を推進してまいります。まず、海田東小学校本館の建

替えについて基本構想の策定に着手してまいります。今後のスケジュールにつきまして

は、常任委員会等にお示ししながら進めてまいりたいと考えております。また、町内の

公共施設、町有地等の利活用について、まちの将来像を踏まえた総合的なマネジメント

の検討を進めることとし、海田東公民館や町立図書館につきましても、この中で検討を

行ってまいります。次に、伴走支援での自治会の負担軽減や活動の活性化についてでご

ざいます。自治会活動につきましては、現在、魅力づくり推進課及び住民活動センター

で相談に応じておりますが、役員の担い手不足や高齢化、行事参加者の固定化など様々

な課題がございます。そこで自治会の活動に民間事業者の社会貢献活動や、自治会以外

の住民団体の行う地域活動との連携ができれば、負担も軽減され、これまでにない活動

も可能になると思いますので、そういった民間等との連携を模索してまいりたいと考え

ております。 

 続きまして、町有地の境界管理についての質問でございます。１点目の１番の訴訟案

件の報告時期についての質問でございますが、町が訴訟を提起された場合の議会報告に

ついて、先の９月定例会において、今後は訴訟が提起された場合には、その都度、報告

をするようにとの御指摘があったことを踏まえ、この度、現在係争中の案件を報告した

ものでございます。今後は、訴訟が提起された場合、その都度速やかに御報告いたしま

す。２番目につきましては、原告のＡ氏は隣接するＢ氏に対して訴えを提起しており、

Ｂ氏に加えて、Ｂ氏より土地の一部の寄附を受けた町を合わせて被告にしているという

関係にあり、ブロック塀を挟んでＡ氏とＢ氏が双方異なる境界を主張し、争っていると

いう状況でございます。したがいまして、町といたしましてはどちらか一方の主張に沿

うことなく、Ａ氏、Ｂ氏双方の主張する境界線のいずれかで確定することを望むと主張

いたしました。３番目については、海田町とＡ氏との境界点はＢ氏とＡ氏との境界線で

もございますため、単独での和解はいたしかねるものでございます。４番目につきまし

ては、海田町との新たな境界点が発生したのは、海田町にＢ氏から土地を寄附された昭
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和48年であり、公図上は町有地が分筆されてございます。しかし、境界線を確定する明

確な資料が存在せず、Ａ氏、Ｂ氏双方の主張も相違しているため、裁判に至ったもので

ございます。次に、２点目の町有地の境界管理に関する取得時効の制度化についての質

問でございますが、当該里道の売却につきましては、相手方からの申出により払下げを

行ったものでございます。時効取得につきましては法令で制度化されてございますので、

町で改めて制度化を図るものではなく、個別具体の事案に応じて関係法令に基づき適切

に対応してまいります。３点目の安芸消防署移転についての質問でございますが、これ

までも災害防止対策等調査特別委員会や一般質問で繰返し御答弁いたしましたとおり、

分筆しない理由は、消防署用地を分筆登記した場合、分筆後の海田中学校用地部分に広

島市持分が残るため、原協定を破棄して広島市と海田中学校用地の使用協定を新たに締

結する必要があり、市の基準により有償による貸付け、又は普通財産の売却の協議を行

う必要が生じることから、原協定を基に消防署用地の使用に関して別途協定を締結する

ことが有益であると判断されたものと認識しております。 

 続きまして、組織改革についての質問でございますが、１点目につきましては、まず

は職員との対話を大切にし、その意見に耳を傾けながら風通しの良い職場づくりに努め

るとともに、改めて、町民第一の町政運営の実現に努めてまいります。２点目につきま

しては、御指摘の議員選出の監査委員を廃止するかどうかにつきましては、平成30年度

の法改正時に、執行部から議会に対し御意見を伺いましたところ、重要性を鑑み、継続

して設置するように御回答をいただいているところでございます。このため、この方針

を変更される場合は、議員選出の監査委員を廃止する条例を制定するかどうか、まずは

議会において御審議いただければと思います。また、監査委員の人選に当たっては地方

自治法の趣旨を踏まえながら、監査委員としてふさわしい方を選任してこられたものと

認識してございます。このため、一律に元役場職員を排除するのではなく、その方の資

質を考慮して、本町の監査委員として適任である方を選任したいと考えております。以

上でございます。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）まず第１点目の町長の掲げておられる公約についてでございますけれども、

佐中議員とか多田議員からも質問がありましたように、町長が講演会、パンフレットと

して非常に立派なパンフレットを作られておりまして、私どもも最初見させていただい

たときに、竹野内町長が非常に海田町の町政について細かいところまでよく調査研究さ
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れて、課題を把握されているなというふうに感心したわけでございまして、そういうこ

ともありまして、是非頑張っていただきたいということで、私はですね、相当枚数、地

区の子ども会さんだとか長寿会の皆さんとか、新しい候補の方はこういう考え方なんだ

ということでＰＲさせていただいたわけですけれども、多くの方から是非そういう町政

であってほしいという声をいただきました。特に若い方にも町長にもそういう場を設け

てお話ししていただく機会も設けさせていただきましたけれども、それを聞いた中でも、

やはり非常に期待する声、特に今の子育て、無償化、３点セットとスターバックスの誘

致、これについては高い関心がございました。それで、高齢の方からはそれについて否

定する意見はございません。ただ、皆さんの御指摘と同じように、財源はあるのかとい

うことが一番の関心というか、懸念事項でございまして、私なんかはどう言ったかいう

と、海田町の今の財政力、県内でも有数の財政力を誇っている海田町からすれば、この

三つの無償化というのはそんな難しいハードルじゃないと。政治というか、町長はお決

めになってやるということになれば、財源の確保は難しくないんだということで説明し

てまいりまして、例えば、令和３年度の例を取り出しますと、令和３年度に決算で５億

8,000万の剰余金が出まして、その５億8,000万を海田町公民館、織田スクですね、その

ときの建設した町債の償還に充てているんですよ。余剰金が出たからね。５億8,000万。

そういう財政状況で毎年必ず決算剰余金が出ていると、何億もですね。ここ最近は相当

な剰余金が出ているということで、十分可能な施策であるという説明をしておるわけで

ございまして、具体的に申し上げますと、海田町の家計簿、今月、12月の広報で出た、

執行部が出した内容でございます。令和４年度の決算状況でございまして、歳入が147億

9,965万円、歳出が139億5,702万円、歳入歳出差額が８億4,000万あるわけです。これは

当年度に使わなかったお金の余りでございます。８億4,000万。これ全部、５年度以降使

える金ではなくて、４年度から５年度に事業を繰り越してますから、その事業の繰り越

したものに充てなきゃいけない部分は令和５年度に繰り越してこなきゃいけない。だけ

ど、全部が、８億がそんな事業に充てるもんじゃないですから、その残りというのは剰

余金として５年度以降使えるお金ですよね。それと、私は一つ不満なのは、こういう出

し方というのはないだろうと。歳入歳出を、金額が不一致、どこの会計でも歳入と歳出

総額は必ず一致させると。８億4,000万はどういうものに充てるのか、ここに書かなきゃ

金額は一致しませんよ。こういう会計原則、一番会計原則でしょう。収支が一致すると。

これ、一致してない。８億4,000万、一体どういう内訳なのか、まずお尋ねします。 
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○議長（桑原）財政課長。 

○財政課長（吉本）令和４年度決算における単純収支８億4,000万の内訳を問われたもので

すが、そのうち翌年度に繰り越すべき財源が2.3億円、それを控除したいわゆる実質収支

が6.1億円でございます。その扱いについては地方財政法第７条による財政調整基金の

積立てが3.1億円、その差額、約３億円が翌年度の繰越金となっている状況でございます。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）今の説明だと、当初予算で４年度から５年度に事業を繰り越したものがあ

るわけですよ。それに2.3億円充当するんだということですから、それ以外は町債の償還

をしてなくて、早く言えば基金に積み立てているわけですから、その半分は何か法定か

何かで3.1億円積み立てたとなっていますけども、それ以外の３億円についても財政基

金に積み立てたわけでしょう。早く言えば、6.1億円が剰余金ですよ。５年度以降使える

金ですよ。今言ったように３億1,000万は法定で、財政調整基金に積み立てなきゃいけな

いけれども、それ以外の３億円についても繰り越したと言っていますけども、それは別

に、繰り越すことが義務でも何でもないわけでしょう。今年度に使おうと思って、執行

部の意思で繰り越しただけなわけでしょう。違いますか。 

○議長（桑原）下岡議員、通告から少し脱線しておるようなんで戻してください。下岡議

員。 

○９番（下岡）要するに、6.1億円は令和４年度で余った金として出てきているわけですよ。

それに対して今の子育て支援の３点セット、紙おむつ無償、子ども医療費無償、今、町

長答弁あったように、来年１月からは町の方針として中学校３学年分は無償化する方針

ですから、追加予算というのは高校３年間分の予算ですよ、財源の手当てが必要なのは

ね。これについても、大体、人数的には各学年、300人ちょっとぐらいですから、多くて

1,000人、１人仮に２万円としても2,000万ぐらいの財源で済むと思うんですね。紙おむ

つについても、この今の町長の公約で、町民の方がそういう声が大きいからどれぐらい

か、私も紙おむつ代というのはどれぐらいかかるのか調べてみると、大体、月に四、五

千円ぐらい、年間５万円ぐらいだろうと。その紙おむつが必要な年代というのは、３歳

になったら普通紙おむつ取れるらしいですから、０歳、１歳、２歳、３学年分ですよ。

今、海田町で生まれている子どもが年間300人超ですから、３学年分で1,000人と見て、

大体、年間５万円で1,000人だったら5,000万ですよ。それとあと、学校給食費、これ、

前に一般質問で質問された方がいらっしゃって、学校給食費を無償化すると１億5,000
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万ぐらいかかると聞いておりますから、その三つを合わせると、２億ちょっと、２億、

多くて2,000万ぐらいかなという感触を持っているわけです。執行部で、例えば町長がこ

れ無償化したときにどれぐらいかかるか試算されていますか。試算されていたら、金額

を教えてください。 

○議長（桑原）こども課長。 

○こども課長（下野）医療費の無償化につきましては、完全無償化、入通院ともに高校３

年生までで所得制限なし、一部負担金なしという形で計算した場合、受診者数の増が見

込まれるため、受診数を仮に1.5倍で試算したところ、年間１億5,300万円ほどの増加に

なる予定となっております。紙おむつにつきましては、積算のほうはまだしておりませ

んが、現在、町長答弁にもございましたとおり、紙おむつを支援センターで配布すると

いうことに関しましては、子どもさんの状況でありますとか、御家庭の状況をですね、

確認する機会となっておりますので、直接職員が御家庭と接触する機会ということも捉

えまして、紙おむつの配布につきまして、増も含めて検討しておるところでございます。 

○議長（桑原）学校教育課長。 

○学校教育課長（小村）学校給食費についてでございますけども、小学校、中学校全学年

で今物価高騰分を計算に入れますと、約１億8,000万ぐらいというふうに計算をしてお

ります。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）今、子ども医療費１億5,000万と言いませんでしたか。子ども医療費、高校

３年間だけですよ。全部の金額を聞いていませんよ。追加でどれだけ要るのかと聞いて

いるわけですよ。もう来年の１月から財源の手当てが終わっているから、中学３年まで

はやるわけでしょう。それとは別に、高校生の３学年分が追加でどれだけ要るのかと聞

いているんですよ。１億5,000万もかかるわけないじゃないですか。再度、答弁してくだ

さい。 

○議長（桑原）こども課長。 

○こども課長（下野）現在の状況で無償化の、申し訳ありません、乳幼児医療費の高校３

年生まで拡大した場合の年間の増加額につきましては、年齢の引上げ分としまして、約

1,800万円が増加となっております。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）そうでしょう。だから、私が2,000万ぐらいのもんだと言ったじゃないです
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か。何が１億5,000万、8,000万なんですか。全然違う、１桁違う。今の紙おむつについ

ても、一部支給しているから分からんという答えはないでしょう。今言ったように、あ

くまで試算なんだから、ラフに、子どもおむつ、一月にどれぐらい使うか、そして金額

が幾らか。今の０歳、１歳、２歳、３学年分の人数を掛けたらすぐ出るじゃないですか。

これを私は大体5,000万だと見ているということです。全部でですよ。これはどうなんで

すか。してないんですか。町長が、いやしくも、紙おむつを無償化すると言っているん

ですよ。町長選挙終わってもう一月経っていますよ。何の検討もしてない、試算もして

ないというのはおかしいんじゃないですか。 

○議長（桑原）こども課長。 

○こども課長（下野）おむつの試算状況でございますが、議員おっしゃるとおり、大体、

３学年までというところになるんですが、子どもそれぞれで、状況によって使用枚数等

も異なってまいりますので、現在の状況としましては支給枚数の増加というところで検

討のほうを進めておるという状況でございます。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）そういう答弁しよったら、議論のしようがないでしょう。幾らかかるのか

試算もしてなかったら。だから、私はそれがマックスで5,000万ぐらいだと言っているん

です。紙おむつがね。今の学校給食にしても、ついこの前、給食費が幾らかと聞いたら、

物価高騰を入れて１億5,000万がもう１億8,000万、２割も上がるんですか。ちょっとい

いかげんにしてくださいよ。だから、いいところ、２億2,000万ぐらいなもんですよ。だ

から、何が言いたいかといったら、単年度でですよ、６億1,000万使える金があるわけで

すよ、剰余金がね。２億ちょっととしたら、３年分ぐらいあるんですよ。だから、町長

がここでもうやると言ったわけだから、それ前提に、例えばですよ、考え方としては、

これ公約なんだから、債務負担行為と同じですよ。町長、この任期４年間でですね、２

億2,000万、合計８億8,000万はやりますと言ったのに等しい。債務負担行為と同じで、

これをもうやれと指示してくださいよ、町長。どうなんですか、町長。やる気を見せて

くださいよ。確かにこの町長の公約は非常に幅広い。すぐにできるものからずっとなか

なか検討してやっていかなきゃ、期間をかけてやらなきゃいけないものまで非常に幅が

広い。特に相手があるものについては、幾らこっちが言ったって、相手が、町長 いみ

じくも言われたように経営問題ですから、経営的にペイせんと思ったら、幾らこっちが

言ったってやりませんから。そういう取組というのはこれから長くかけてやっていくし
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かない。だけど、今の三つの子育て支援についてはやると決めたらそれでもうやる話な

んですよ。できない話じゃないんです、今言ったように。令和４年でも５億8,000万、令

和５年度６億1,000万、余り出しているわけですから、そこはあと、優先順位の問題です

から。町長公約なんですから、これ最優先だと。やると言ったら、これやらないけない。

それ、どうなんです、町長。やる気の問題です、町長。 

○議長（桑原）財政課長。 

○財政課長（吉本）先ほど来、決算余剰金の金額を基にいろいろ御質問をいただいている

ところですが、新規事業の実施等の財源配分の見極めに当たりましては、１単年度の単

純収支の多寡だけで判断するのでなく、黒字の要因を分析するとともに、また複数年度

にわたる中長期的な視点での収支バランスの見極めが非常に重要かと思います。特に、

経常的に費用を要する事業の導入に当たりましては、持続可能な財政の観点から事業に

必要な安定的な財源確保の見通しを立てた上で判断することが肝要だと考えておりま

す。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）当然そうです。これね、やったから１年で財源がないから、見通しがない

からやめますというような問題じゃないから、恒久財源が必要ですよ。その中で、やっ

ぱり姿勢というものを見せるべきで、さっき町長が答弁されたように、一部、ほかの市

町ではコロナ対策地方創生臨時交付金を充てているところもあると、そういうところも

あるわけですよ。財源をひねり出してね。そして何とか、具体的に文教福祉で埼玉県の

坂戸市とか鳩山町とか行きましたけども、市長とか町長のリーダーシップでやっている

んですよ。市長が子育て支援をやりたいから、是非これはやるんだということでやって

いるわけですよ。だから、そういう意味で強いリーダーシップで、これ恒久財源じゃな

いですよ、コロナ対策というのはね。だけど、そういう姿勢でとにかく利用できる財源

は全て利用するということでやっておられるわけでございまして、坂戸市が、コロナ地

方創生金臨時金、終わった後どうするか知りませんよ。知らないけども、そういう姿勢

でやっているわけです。幸いにも海田町の財政力というのは、さっき言ったような財政

力なわけですから、これ、単年度のものじゃないですよ、これからやるとしたら。少な

くとも町長、４年間は町長担われるわけだから、それやったことでどうなのかというの

は４年後の町長選挙で問えばいいわけですよ。私はこれをやりましたと、それについて

町民の皆さんの真意を問いますと。これ、多分、皆さん賛成すると思いますよ。そこま
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でやればね。だから、そういう意味でもやっていただきたいと。それともう一つは、こ

の三つの無償化というのは、ある意味では投資でもあるわけですよ。これをやれば、こ

れから住居を構えたいという方が海田町に住居を構えていただく、新しく。西田町長は

それをしきりに言うてましたよ。子育て支援を一生懸命やったから、海田町の若い人の

人口が増えて、人口が増えているんだと。言っている割には子育て支援の具体的な策は

大したことやってないんですよ。結果の数字だけ言ってね。そういうことなわけですよ。

ちなみに、例えば、最近、あるハウスメーカーが幸福度、これからずっと住み続けたい

まちランキングというのを発表しましたけれども、安芸郡４町の中で海田町、どういう

位置付けか御存じですか。４町の中では、府中町、坂町、熊野町、海田町、４番目です。

こういう状況にあるわけですよ。決して町民の方が、あるいは、これはアンケートが町

民対象にやっていますから、町民の方が高い評価を与えているわけじゃない、安芸郡４

町の中で言えばですよ、相対的に。だから、町長が言われるように、10年後にも皆さん

が憧れるまちにしたいんだということであるならば、まず、竹野内町長の一丁目一番政

策はこれですよ、これで是非やっていただきたい。そういうことで若い人が海田町に移

り住んでいただければ、新しく所帯が、１所帯増えたら町税にどれだけ影響するか。こ

れは私の勝手な想定ですけれども、例えば固定資産税、おうちを買って海田町に住んで

いただく、新築の家屋を買っていただくとしたら、仮に、そのうちの固定資産税評価額

が2,000万とすれば、固定資産税率は1.4パーセントですから、28万円ですよ。あと、当

然、その所帯というのは働いて所得を得られていますから、課税所得が仮に400万円とす

るならば、町民税の所得割、海田町に入ってくるのは６パーセントですよ、みんな支払

うのは10パーセントですけど、４パーセント県が取って、６パーセント海田町取り分で

すよ。６パーセントで、400万としたら24万ですよ。固定資産税、町民税で50万ですよ。

でかい金額ですよ。それで、もし仮に100件所帯が増えたと、これやるから100所帯増え

るわけじゃないけども、仮に100所帯増えたとしたら、年間5,000万ですよ。それと、こ

れはこれから30年、40年、ずっとそういう状況が続くわけですから、投資としても非常

に割の合う投資だと思うんですよね。今の子育て世帯というのは、長くても小学校６年

と中学校３年、高校生も、今回は高校生の医療費無償化ということもありましたけども、

３年とか９年とかいう期間、投資すれば長期にわたってそういうこともあるわけですか

ら、そういった意味でもこういう子育て支援にお金を使うというのは投資効果が非常に

高い施策であるというふうに考えるわけですよ。だから、今もクーポン配布だと言って
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いますけども、クーポン配布やって、何の経済効果があるんだと、私なんか最初から言

っていますけども、クーポン配ったら、大半はスーパーだとかコンビニなんかで使うだ

ろうと。経済効果なんかないですよ。食品スーパーで買う金額の支払い手段に充てられ

ただけで、スーパーで、これもらったから、じゃあ、余計食品買おうかとなりますか。

なりませんよ。今回は中小企業支援だいうて、また、何百円か町民に追加で配るという

けども、その中小企業というのは、今の８割、９割はスーパー、コンビニ、町内の業者

じゃないですよ、資本は。町外資本ですよ。町外の資本が潤うだけじゃないですか。海

田町にとっては、そんな金を使うんだったら町内の子育て世帯にお金を使うべきだと言

っているんですよ。 

○議長（桑原）下岡議員、質問しましょう。 

○９番（下岡）いやいや、だから、そういうことで、投資効果が高いんだから、是非前向

きに考えていただきたいということなんです。どうなんですか。 

○議長（桑原）副町長。 

○副町長（山﨑）様々御指摘いただきましたけれども、私ども町長の執行機関といたしま

して、補助機関といたしまして、町長の掲げている公約、特に子育て支援など、こうい

ったことについてはできるだけ実現する方策を何とかみんなで頑張ってひねり出した

と思っているところでございます。その中で御指摘のあった三つの無償化、これにつき

ましても、町長が最初に御答弁申し上げましたとおり、一歩ずつでも前に進めるように

努力をしていきたい。財源の確保、どういった形でなら実現できるか、現実的な対応策

を検討しているところでございます。更に、加えて申しますと、今後、小学校の建替え

をはじめといたしまして、若い世代に対するハードの対策、それから町民の方々の期待

の非常に大きい新駅の設置、東部連立の進展、こういったところに様々な大型投資が控

えております。それも含めまして、今後、継続的に続けられる財政運営を目指して検討

してまいりたいと考えております。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）ということで、長期スパンから短期スパン、今、ちょうど来年度予算を検

討中ですよね、令和６年度のね。だから、何が言いたいかといったら、今の三つの無償

化について、来年度予算化に向けて是非検討していただきたい。今の答弁だと、何に幾

らかかるのかもはっきりつかんでない、執行部はね。よう分かってないんだから。非常

にあやふやな金額しか出てこない。こういう状況じゃ困るわけですよ。来年３月には来
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年度予算が出てきますから、そのときに再度聞きますから、少なくとも何らかのこの子

育て３点の中の全部、全部やってもらったら２億2,000万ぐらいはじいて、三つ全部やっ

てくれたら一番うれしいけれども、少なくとも来年度予算では目に見える形でやってい

ただきたい。それが町民の、町長に対する、期待に対する、まず一丁目一番地の答えで

すから。よろしくお願いします。 

 ２点目の町有地の境界管理についてというとこですけれども、早く言えば、今の答弁

を聞いていたら、Ａ氏とＢ氏との巻き添えにあったようなもんだみたいな答弁じゃない

ですか。海田町の主体性全く何もない。考え方がはっきりしてないから、そういうふう

などっちにつくんか分かりませんみたいな話になっとるわけで、今、着手金33万ですけ

れども、11回の口頭弁論やって、33万のお金だけで済むんですか。11回の口頭弁論やっ

たその経費というものが、請求が来るんじゃないですか、どうなんですか。 

○議長（桑原）建設部次長。 

○建設部次長（門前）今回の訴訟につきましては、ＡさんとＢさんという、民民の境界が

基になっているところでございます。ただ、境界点といたしまして、海田町と接してい

るということがございますので、今回、そういうことで訴訟ということで海田町も入っ

てはおりますけども、町の立場といたしましては、それぞれ主張が異なっておりますの

で、町といたしましては客観的な何かの明確なものがあったら別なんですけども、その

辺がはっきりしたものがございませんので、これはあくまでも双方の主張、それが最終

的にどのようになるのか、その点を見極めて、町としては最終的にどうするかというと

こになるということでございます。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）追加の経費は発生せんのかと聞いているんですよ。 

○議長（桑原）総務課長。 

○総務課長（中村）追加の費用につきましては、判決が下りまして、成功した場合には成

功報酬を見積りに応じてお支払いをすることになるものでございます。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）何が成功か失敗か知らないけど、間に入って、海田町の主張はない。例え

ば、明確にしてれば今の言うように取得時効の成立というものを海田町がしっかり方針

として持っているなら、これは昔からの話であって、そのＡ氏はそこを自分のものとし

て使っているわけだから、海田町は取得時効の成立を認めますから、Ｂ氏とは関係なく、
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そこの部分については海田町はＡ氏の主張を認めますと言えばいいわけですよ。それが

認められないから、11回も口頭弁論して何か訳の分からん主張をやっとるわけでしょう。

だから、きちんとした方針というものを持つべきだと言っているんですよ。取得時効の

成立なら成立という客観的な主張、根拠。主張の根拠がないからああでもない、こうで

もないと言うてから、口頭弁論11回も繰り返しているわけでしょう。どうなんですか、

そこは。 

○議長（桑原）建設部次長。 

○建設部次長（門前）今回の件で、取得時効というところでの争いということではなくて、

あくまでも境界線の部分の争いでございます。特に取得時効ということになりますと、

公の土地につきまして、取得時効というのはいろんな要件を満たさない限り、それは認

められないということもございます。今回はあくまでも民民との境界の中で、実際に最

終的にどういうふうな判断がされるかというところがポイントでございます。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）理解できないのは、弁護士を立てて、11回も口頭弁論をやっておるのに、

海田町の明確な意思が何なのかはっきりしないということが一番問題ですよ。要するに、

今現時点ではＡ氏との争いになっとるんでしょう。だったら、それは何が争っているん

ですかといって聞いているんですよ、Ａ氏と。11回の口頭弁論で。 

○議長（桑原）分かるように説明してください。建設部次長。 

○建設部次長（門前）今回の件は、繰り返しになる部分があるんですが、まずＡさんとい

う土地があります。それとＢさんという土地があります。それぞれに海田町の、Ｂさん

から寄附をいただいた土地があります。ですから、Ａさん、Ｂさんと海田町の中で接す

る境界点というのがあります。そこがどこに最終的になるのかというのは、やはりＡさ

んとＢさんの境界の部分で最終的に海田町の寄附いただいたポイントが決まってくる

ということでございます。今回は、今、町のほうでもっと明確にということなんですが、

これは答弁にもありましたように、昭和48年の測量に基づくものでございますので、こ

れが明確な根拠になる資料じゃないということでございますので、あくまでもそれは双

方による話合い、最終的には裁判所がどういうふうに判断するかというのはあるんです

が、そういうところの争いということで御理解いただきたいと思います。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）御理解いただきたいいうて言ったって、海田町は、何を弁護士を立てて争
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っとるんだというて聞いているんですよ。Ａ氏とＢ氏が争っとるので、海田町、関係あ

りませんというのだったら、訴訟する必要なんかないじゃないですか。判決出たら、そ

れに従いますいうて言っときゃ済む話じゃないですか。11回口頭弁論、何を主張したの

かと聞いているんです。弁護士を立てて、金かかって、勝訴したら勝訴した場合にそれ

相応の金額を払いますということだけども、何のためにそんな金を使うんだと、意味が

分からん。そこを明確に分かるように説明してください。海田町の主張は何なのか。 

○議長（桑原）建設部次長。 

○建設部次長（門前）町長の答弁のほうにもありましたように、Ａ氏、Ｂ氏双方が主張す

るところが最終的にどうなるのか、そこは町といたしましては、ちょっと、こちらのほ

う読ませていただきますと、町としてはどちらか一方の主張に沿うことなく、Ａ氏、Ｂ

氏双方の主張する境界線のいずれかで確定することを望むということでございます。で

すから、例えばＡさんのほうに沿うということになりますと、それはやはり公平性に欠

けると。ですから、公平性を保ちながらということになりますと、最終的には何らかの

根拠が必要なんですが、現在、そういった根拠がございませんので、海田町としては先

ほど申し上げましたようなことを申し上げたということでございます。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）何か分かったような分からんような説明で、それはそうなっとるんだから

そうなっとるんでしょう。意味は分からんけども。 

 次に３点目、組織改革についてでございます。町長が、つくろう、新しい海田、まち

を、新しく海田をつくるためには、一つは古い海田を壊さなきゃいけない部分というの

があると思うんですよね。効率的に新しいまちをつくろうとした場合はですよ。考え方

としては、今までの海田はそのままにして、どこか新しい部分をつくればいいんだとい

う考え方もあるかもしれませんけれども、やはり効率的に新しい海田をつくるためには、

古い海田を壊さなきゃいけない部分があると思うんです。私はそれは一番本家本元、行

政、役場の組織の在り方をもう一回見直すべきだろうと思うわけですよ。そこのところ

が町民の方には見えない、不満なわけですよ。町長、聞かれませんでしたか。住民の声

が行政に届いてないと。そういう声がしきりに町長の耳にも入ったでしょう。そういう

ことなんですよ。だから、壊さなきゃいけない部分が海田町にもあると。それは本家本

元の役場も同じことであると。私らが見よったら、役場というのは行政だなと、官だな

と思いますよ。民で長く仕事をしてきたものから見たら、横の連携が悪い、縦割り主義
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ね。ほかのところがやっとるんだから自分ところは関係ないよと、そういう話はと。あ

っちでやってくれみたいなところだとか、上下の意思疎通も、職員は真面目ですよ。ど

こを真面目に見ているかというと、上ばっかり見て真面目にやっていますよ。上から下

りてくる指示、それを待ってそのとおりにやろうと。そっちばっかり見ていますよ。だ

から、住民のほうを見てないと言っている。それって職員の責任じゃないですよ。そう

いうシステム、体制の問題ですよ。だから、はっきり言わせていただいたら、上がこけ

たら下もこけるというのは、町長のその姿勢、はっきり言って、町民のほうを見てない

姿勢は全部下まで浸透していると。私、思っていますよ。町長の国や県の動向ばっかり

気にして、だから、例えば今の東公民館建替えについても、国が複合施設にすればちょ

っと金をようけ出してやると、そればっかり気になるんですよ。住民の使い勝手がどう

なのか、そこの視点が抜けているんですよ。だから、安易にすぐ複合化だというて出て

くるんですよ。全く町民のほうを見てないじゃないですか。国の補助金のほうばっかり

見ている、気にしている。そういうところが駄目だと言っているんですよ。まず、そう

いうところから直すべきだと、意識改革ね。上ばかり見ている。そうじゃなくて、町長、

いみじくも言われたように対話、職員がどう考えているのか。職員だってすばらしいも

のを持っとるわけですから、すばらしいアイデアとか知恵を持っとるわけですから、そ

ういうものをどう引き出してあげるか。上が自分の考え方を押しつける雰囲気があった

ら、下の者は言いませんよ。言ったら、自分の査定がマイナスになるだけだから。そう

いうところからまず改めていかなきゃいけない、上下関係、横の関係。そういうものは

大いに私は反省すべき点があると思っています。役場はって、何、こんな組織なんかと

思いますもの。だから、町民の方が今の町長選挙の中でこういう声を出されて、もっと

もだと思いますよ。だから、すぐにはまだ町長も就任されたばかりだから、実態という

ものが分からないと思いますけれども、そこのところ、特に気をつけて見ていただきた

い。どこがおかしいのか、どこを改めるべきなのか、そこをちゃんと見ていただきたい

と思いますけど、町長、どうでしょう。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）先ほど白井議員からの御提案もありましたように、ワンオンワンミーテ

ィングをしたらどうかとかというようなところもあったかと思います。私自身、就任し

てまだ２週間余りでございますけれども、新規採用職員の方とランチミーティングをし

て、その職員の人となりをしっかりと把握して町政運営に生かしてまいりたいというふ
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うには考えております。その際に、やはり組織風土として改めるべきものがあればしっ

かり改めていかないといけないというふうには思っておりますので、まずは職員の方々

の個性、職能ですよね、そういったものをしっかり見極めて、適材適所ができるような

人事を行ったりとか、町民の皆様の期待に応えられるような役場になれるように、しっ

かりと町政運営をしてまいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）最後に、監査制度ですけれども、最近、私が見てたら、監査制度が機能し

ているんかなという件が具体的にあるんですよ。ここで言ってもいいけども。監査、機

能してないんじゃないかと。例えば、至近の例で言うと、９月定例会もの監査、令和４

年度の決算監査の報告がありましたけども、平成30年７月の西日本豪雨災害の復旧工事

が終了されましたという表記があるわけですよ、令和４年度の監査意見書の中で。終わ

ってないじゃないかと、私も１か所指摘しましたけども、あと、この一般質問を見よっ

たら、最後の前田議員のところでも、まだあそこも終わってないという指摘が前田議員

するでしょうけども、そういう終わってないところがあるのに、ちゃんと現場見たんか

と、いや、監査はこれ書面審査ですから、書面審査で見る限りは終わってますと。現実

に終わってないのに書面審査だから終わってますといって、お墨つきを与えると。監査

というのは、追認機関でも何でもない。おかしな点があったらこれは指摘するべきであ

って、書面審査だからそれは関係ありませんと。関係ないんだったら、そういう指摘す

なという話ですよ。分からんのだったら。何を根拠に、書面審査ですから書面上は終わ

っています。書面上は終わってるんだったら決算監査の意味がないじゃないですか。書

面上は執行部のものはただきちっと形式が整って、形上は整っているわけですから、そ

こがおかしいことがあれば、やっぱり深掘りして調査するべきだと思うんですよね。監

査委員というのは帳票類だとか、いろんな工事をやったら工事写真だとか出してきて見

る権利があるわけですから。そこの、例えば終わっていないところなら終わってないと

ころの写真を出してきて、ここ終わってないじゃないかと指摘すりゃ済む話ですよ。そ

ういうのがなされてないということがあるわけですよ。だから、決算監査そのものに対

する私不信感ありますよ。だから、見直してくれと言っているんですよ。だから、こう

いうケースでは中立公平で、検査じゃないケースがあるんじゃないかと。こういうケー

スを見逃していったら、組織なんていうのは、１か所が崩れ出したらどんどん崩れます

よ。これが通るならこれも通るだろうみたいなもんでね。そこの職務規律というのは、
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ぴしっと、厳し過ぎるぐらいにやらないと、規律というのは保てないものだと思います

けど、どうなんでしょうか。 

○議長（桑原）総務部長。 

○総務部長（丹羽）議員の意見はいろいろあろうかと思いますが、我々としては監査委員

にふさわしい方を選任させていただいておるものと考えております。監査等におきまし

て、監査委員の意見等につきましてはこれを尊重してまいる考えでございます。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）だから、意見が食い違うわけです。そりゃ、監査委員から出た意見書とい

うのは執行部としては聞かなきゃいけないから聞く。その、もとの監査そのものに疑問

点があるじゃないかと言っているわけです。だから、もっと誰が見ても客観性のある透

明性のある監査をやってくださいと、そういう制度に検討してくださいということを申

し上げているわけです。どうですか。 

○議長（桑原）総務部長。 

○総務部長（丹羽）民間の方を登用ということではございますが、そこら辺は先ほども町

長のほう答弁いたしましたとおり、まずは議会のほうで議論をされて、その上でまた執

行部のほうに返していただければと考えております。 

○議長（桑原）下岡議員。 

○９番（下岡）それは今の議会選出の監査委員のことであって、私はもう一つ言っている

わけですよ。例えば、役場職員ＯＢなんかなったら、私も役場職員ＯＢの方何名か知っ

ていますけども、そのＯＢの方というのは非常に後輩思いで、私らが何か役場のことを

悪く言うと、すごいかばっておられる。そういう雰囲気があるから、そういう方が監査

するというのはどうなんでしょうかということを申し上げているわけでございまして、

誰がどう見ても、文句のつけようのない監査委員を選ぶべきじゃないかと言っている。

これ、監査委員というのは町長が選任するわけでございますから、もちろん議会選出の

監査委員というのは、議会が選出して出してくるわけなんですけれども、岸和田市なん

かも、議会運営で視察に行ったときに、途中で３名全部民間に替えたと言うから、私も

どういういきさつで替えたんだと、議会の、というのは執行部の監査、チェック、監視

機能があるわけだから、外すというは不適切じゃないかといって指摘したんですけども、

それでも、岸和田市はやっているわけですから。その意味というのは、ずっとどういう

意味かというて考えてきたんですけど、やっぱりそういう意味だろうと。政治的ポジシ
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ョンというもので判断されかねないという要素があるということでやったんじゃない

かなということがあるので、今度の監査委員の監査を注意深く見守っていきますから、

以上で終わります。 

○議長（桑原）説明員入替えのため、暫時休憩をします。再開は14時30分。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午後２時１７分 休憩 

午後２時３０分 再開 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（桑原）休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。一般質問を続行します。３

番、石橋議員。 

○３番（石橋）３番、石橋です。まずは、竹野内町長、おめでとうございます。職員だけ

ではなく住民との対話を生かして町政を進めていただければと期待しております。 

 それでは、一般質問させていただきます。選挙について。2023年６月の一般質問で、

視覚障がい者の方への点字などへの配慮を求めました。今回の選挙でも全く配慮があり

ませんでした。広島市では選挙はがきの点字の印があり、ＣＤでの対応もされておられ

ますが、海田町も取り入れることを考えてはどうでしょうか。また、投票場所について

も障がいのある方や高齢者の配慮も求めました。今回の期日前投票所については、場所

が新庁舎と海田東公民館の２か所で行われましたが、庁舎が上市から移動し、西国街道

沿いの方々は橋を渡って南昭和町まで期日前投票に行かなければなりません。期日前投

票が増している昨今、海田公民館は21時まで開館しているのに、なぜ上市付近の方々へ

の配慮ができなったのかと残念に思います。今後、視覚障がい者の方への対応、障がい

のある方や高齢者の方々への対応、選挙期日前投票所について、どのようにされますか、

お答えください。 

 次に、公園について。子どもの遊具のある公園は安心安全に使用していかなければな

りません。子どもの支援の姿勢を問うことからも急務と考えます。明神公園は夕方にな

ると、大量の鳥が集まり、騒音・ふんの被害があります。ある市や自治体では、嫌がる

音を流す、周波数音波、鷹を使って追い払う、防鳥ネット、電気ショックなどで、鳥が

来なくなった事例があります。ふん被害による遊具の衛生面の配慮も不可避と考えます。

明神公園の対応は早急の対策の必要があると考えますが、いかがでしょうか。また、公

園は児童・子育て世代だけでなく、高齢者の健康増進遊具を設置すると、３世代交流が
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できる場所になります。既に設置している場所もありますが、公園は時代性に配慮され

た対策が必要です。今後は清掃活動も含めて、どのように公園管理をされますか。 

 ３番目に、郷土の再調査の経過は。2022年度から教育委員会では郷土の再調査を進め

ており、この再調査に当たり、報告書作成や新町史の編さんなど、今後、有形・無形を

問わず、海田町の文化財保護に向けた計画を議論する必要があると考える。資源・財産

を守るために、どのような調査方法を予定されるか。また、調査により収集した資料は

ふるさと館や織田幹雄スクエアなどで町民に公開する予定はあるのかと、同年６月に一

般質問しましたが、どのような経過で調査はどこまで達成しましたか。また、海田町の

歴史文化財や神社、小さな古墳の調査、有形無形にかかわらず、歴史的文献の保護はど

のようにされますか。最近では、９月15日に配布された写真集が、海田郷土文化研究会

の監修により海田町として発刊されておられますが、発刊に当たり職員の方はどのよう

に参加され、指導、助言及び助成されましたか。今後、支援される団体の方々の対応も

含めて御回答をいただきたいです。 

 ４番目に、災害について。海田町では、民生委員が緊急連絡用紙を必要な方に配布し

ています。この用紙を住民一人ひとりに配布することで、環境状態を自身でも確認でき

るメリットがあります。それをふだんは冷蔵庫に貼っておく、災害のときはその用紙を

カード化して体に着けて避難するという手法を提案したいが、いかがでしょうか。また、

海田町の豪雨災害対策については土砂撤去などで完了したとされています。その一方で、

住民が不安に思う場所に対し、更なる配慮と考察が必要と考えます。特に、尾崎川の水

害対策は今までも町が対応されてきましたが、近年の線状降水帯などの異常気象を思う

と、今まで以上に早急な働きかけが県・国に必要と考えます。今後、どのように対応さ

れるか具体的な考えをお聞かせください。以上です。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）石橋議員の質問の１点目につきましては選挙管理委員会のほうから、３

点目の郷土の再調査に関する部分については教育委員会から、その他については私のほ

うから答弁をいたします。 

 まず、公園についての質問でございますが、明神公園の対応につきましては、11月末

に樹木の剪定及び遊具の清掃を行っており、今後、鳥害に対する効果を検証してまいり

ます。次に、公園管理につきましては、公園施設の更新時期や要望を踏まえ、遊具の更

新や新たな遊具の設置を検討していき、多世代間の交流が生まれる公園を整備していく
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とともに、引き続き、地域の協力を得ながら清掃活動を行ってまいります。 

 続きまして、郷土の再調査の経過についての質問でございます。ふるさと写真集の発

刊についてでございますが、この写真集は海田町の発展の歴史を伝え、海田町の今を新

たに発見できる史料として、町が発刊したものでございます。作成に当たりましては、

海田町郷土文化研究会の皆さんがこれまでの活動で収集された写真を活用して、研究会

の方々と打合せを行い、町職員は史実の確認や文章の表現の構成、著作権の確認等を中

心に関わって発刊したものでございます。 

 続きまして、災害についての質問でございます。緊急連絡カードは民生委員の方が日

頃の見守り活動や声かけ活動の一環で必要な方に配布し、御指摘のように冷蔵庫に貼る

などして、日常的に確認できるよう活用されているものであり、趣旨が違うため、住民

一人ひとりに配布することは考えてございません。まずは、避難の準備として、災害時

の自身の行動計画、マイタイムラインを作成し、非常持出品などを整えていただきたい

と思ってございます。次に、尾崎川の水害対策につきましては、先ほど佐中議員の答弁

でも申し上げましたように、排水機増設の早期完成を今後も関係機関に強く働きかける

とともに、豪雨時には応急的な対応として、国や県が所有する排水ポンプ車の出動を要

請し、尾崎川流域周辺の浸水被害の軽減に努めてまいります。 

 それでは、１点目につきましては選挙管理委員会から、３点目の郷土の再調査に関す

る部分については教育委員会から答弁いたしますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（桑原）教育長。 

○教育長（佐々木）石橋議員の質問に御答弁いたします。郷土の再調査の経過についての

質問でございますが、今年９月、文化庁の１回目のヒアリングを受け、11月には海田町

文化財審議会におきまして、調査方法等の意見聴取を行ったところでございます。今後

は地域で保存されている歴史的資料の現地調査を順次行いまして、海田町文化財保存活

用計画に反映することとしております。以上です。 

○議長（桑原）選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（丹羽）石橋議員の質問に答弁いたします。選挙についての質問

でございますが、選挙はがきへの点字表記につきましては、引き続き検討をしてまいり

ます。次に、期日前投票所でございますが、期日前投票所の増設には投票管理者及び立

会人の確保、投票場所の確保、職員の配置、経費等の課題がございます。このため、期

日前投票所の増設については慎重に検討してまいりたいと考えております。 
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○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）それでは、再質問させていただきます。選挙の方法なんですけれども、町

長は広島市役所に勤務されておられましたので、広島市の選挙対応は御存じという観点

から質問をさせていただきました。選挙は選挙資格のある皆様に公平であるべきと考え

ますが、これまでの海田町の選挙対応が広島市や京都市役所と比較して、どこがどのよ

うに違い、海田町に取り入れることのできる手法があるでしょうか。特に障がいを持た

れた方についてどのように配慮ができるか、いま一度お答えいただければと思います。 

○議長（桑原）選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（丹羽）確かに広島市のほうでは障がい者に配慮した対策、議員

も御提案のとおり点字の表記、そういったものをされているというのは承知しておりま

す。そこら辺が海田町として遅れている、それは確かでございますので、我々も何か策

はないか、直接我々が選挙管理委員会としてできるものはしていこうと思うんですが、

それ以外、点字の作成とか、そういったものは外部に任せていかなければならないとい

うような点もございますので、そこら辺は協力を得られるところから、海田町に導入を

考えてまいりたいと思っております。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）今、市のことは配慮しているし、分かっていると、何か策を考えるとおっ

しゃいましたので、そのように策を考えて、随時投票が公平でありますようによろしく

お願いいたします。では、多田議員も話されました投票所について、やっぱり期日前投

票所が旧庁舎は上市であったんですけれども、周辺の瀬野川、国道２号線を渡らずに投

票に行っておりました。期日前投票が増えている現在、高齢者も気軽に行ける身近な期

日前投票所設置は必要でないかと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（桑原）選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（丹羽）確かに近所に投票所があるというのは、非常に便利なこ

とだろうと思います。しかしながら、先ほども課題のほうで、多田議員のほうにも答弁

をさせていただきましたとおり、いろんな課題がございます。そして何より、先ほども

申し上げましたが、一番の課題というのが人の配置というのが非常に難しい。というの

が、この東公民館で正職６名、そのうちの２名は選挙に精通した職員を配置する、適正

に選挙を執行するためにはそういった配慮が必要となってきます。そういった人材の確

保もしていかなければならない中で、すぐに期日前投票所を増設するというのもなかな
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か難しいところでございますので、これはいろいろと検討する余地もあると思いますの

で、いろんな自治体のその手法等を調査研究しながら、何とか少人数でできるとか、そ

ういったことがあるんであれば、海田町のほうでも取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）次回の選挙には、障がいのある方の配慮とか、選挙方法、期日前投票所の

公平な計らいというものを、確かに金のかかること、人材のこと、それは確かに分かり

ます。しかし、ほかの市町のことも研究していくというふうに言われましたので、是非

研究していただいて、計らいを期待しております。 

 それから続いて、公園についてお話しさせていただきました。海田町の公園は町所有

のものと土地を借りて公園として使用しているものがありますが。今回、明神公園の鳥

については、子どもの遊具のふん被害、それから、衛生上の問題もあって、早急な解決

が必要だということで、今、ここに11月末に樹木の剪定及び遊具の清掃を行っていると

書いてありますけど、これをしまして１週間ぐらい経ったのでしょうか、その辺、どの

ような状態になっておりますでしょうか。 

○議長（桑原）建設部次長。 

○建設部次長（門前）現在、これについてはちょうど樹木が遊具のところに重なるような

形になっていたので、鳥のふんが遊具にたくさん落ちたというところだったんですけど

も、今回、ちょっと強めに木のほうを剪定いたしまして、併せて、清掃もいたしました

ので、現在は安心して使える状況でございます。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）夕方になったら、鳥はいなくなっておりますでしょうか。 

○議長（桑原）建設部次長。 

○建設部次長（門前）恐らくですね、以前、住民さんからも同じような指摘を受けて、ち

ょうどそれがムクドリの可能性があるんですが、ムクドリというのは冬場にはもういな

くなるというふうな習性があるということなので、私が何回か行った限りでは鳥の姿は

見えませんでした。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）今、ムクドリと言われましたけれども、ほかの市町、例えば東京メトロ、

東西線の葛西駅と西葛西駅の駅前にあるケヤキの木にムクドリが確認されて、共生して
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いったほうがいいんだというふうに言われて、鳥も大事とかいうふうにやっていたんで

すけど、しかし、駅前のクスノキに5,000羽ぐらい集まるようになりまして、ふんとか鳴

き声被害が大変だったそうです。これは2015年のことでもありますけど、2023年には、

今言いますように、６月から12月にかけてとても鳥が繁殖する状態になっているんです

ね。ここのところを見ないと、今、切ったばっかりでいないから大丈夫というふうなの

はちょっと間違いではないかと思いますので、やはり６月から12月にかけて、四、五回、

様子を調査する、そして業者などに、今言いましたように、特殊波動とか専門家で機械

で音を出すとか、いろいろな手法があるそうですので、それは調査研究していただけれ

ばと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（桑原）建設部次長。 

○建設部次長（門前）御指摘のことについては、我々も十分にいろんなところから調べて

いるところでございます。まずは現在の剪定の状況を確認しながら、必要に応じて、更

なる周辺の樹木の剪定だったり、そのほか御提案のことも含めて、対策を講じてまいり

たい、このように考えております。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）それでは、対策よろしくお願いします。公園の遊具についてですけれども、

グラウンドゴルフやゲートボールなどで汗を流す方もありますが、近くの公園で健康遊

具があれば、それにグラウンドゴルフとかゲートボールに行かれない方も遊具があった

ら、手足を伸ばすことができる。これを、福祉センターの横には、子どもも大人も楽し

めるような、体を伸ばすような遊具は設置してありますので、その健康器具を、ないと

ころに設置していただければと思っております。そのように計画することはできません

でしょうか。 

○議長（桑原）建設部次長。 

○建設部次長（門前）今、御提案のあった健康遊具なんですけども、これについては、地

元の方々がどういうふうな形で欲しておられるのか、その辺の状況も踏まえながら、多

くの子どもの方からお年寄りの方までいろんな方が楽しんでいけるような公園施設の

整備を行ってまいりたい、このように考えております。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）公園と健康推進の結びつけとして、機具を活用して室内だけで、よく今100

歳体操なんかもして、みんな健康というものに高齢の方々は意識して過ごされておりま
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すけど、外でそういう遊具を使って過ごされることも健康増進の推進計画の中に取り込

めるのではないかと思って、今回、そのような提案をしてみましたので、自治会の人と

も話をされまして、どういうものが必要なのか、また調査していただければと思います

が、いかがでしょうか。 

○議長（桑原）建設部次長。 

○建設部次長（門前）調査といいますか、やはり地元の方々から実際に生の声をお聞きし

ながら、現在、我々もいろんな形で住民の方々の声を吸い上げておりますので、そうし

た中で、そういった健康遊具であったり、その他の遊具、必要なものを調査して把握し

てまいりたいと、このように考えております。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）第３次健康かいた21では、健康増進計画などもされておりますので、元気

で長生きしていただけるような海田町、100歳の方もおられるというような海田町にな

っておりますので、外に出て遊べる公園を３世代使えるようになっていただければと願

っております。 

 次に、郷土の再調査の経過の件ですけれども、今年９月に文化庁の１回目のヒアリン

グを受けたと、11月に海田町文化財審議会において調査方法などの意見聴取を行ったと

言われますけど、この聴取はどのような意見が出ましたでしょうか。 

○議長（桑原）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（森原）文化庁のヒアリングにつきましては、海田町の概要をお示ししま

して、今後どのようなスケジュールで策定を進めていったらいいかというアドバイスを

受けました。11月の海田町文化財審議会におきましては、未把握の文化財について、ど

のような調査方法がいいかというところで、委員さんから、例えば蔵のあるおうちを調

査に行ったらいいんじゃないかとか、ふるさと館のあるものから調べたほうがいいんじ

ゃないかとか、それから、海田町資料所在目録というところから調査したらいいのでは

ないかというふうないろいろな意見をいただいたところです。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）今、要するに調査されるというふうに言われましたけれども、誰がどこで

どのように行って調査をされる予定ですか。 

○議長（桑原）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（森原）まず、今年度はふるさと散策マップ等で把握しているような、現
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在分かっている文化財がどのような状態になっているかというところから始めまして、

今後更に未把握の、例えば神社にあるものとか、委員さんから意見をいただい未把握の

調査方法の中で、どのようにしていったらいいかという未把握のところについては、今

後検討していきたいと思っております。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）調査は継続して行わないといけないと思うんですけれども、これはどのぐ

らい時間をかけてされる予定でしょうか。時間というか、年月ですかね。長期のスタン

スなのか、短いスタンスなのか。 

○議長（桑原）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（森原）まず、今年度、来年度につきましては、現在分かっている文化財

を調査して、未把握のところが今後どのようにできるかというところですけれども、そ

れで地域保存計画を作ります。その計画の中で、今後も継続して未把握の文化財につい

ては調査していくという予定にしております。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）今、いろんな調査をされるということで、海田町は戦火に遭ってない場所

も多い海田町であるために、いろいろな調査の必要性があると考えます。今、私がちょ

っと思っていることがあって、文化財保護という観点から、例に出すと、先に縄文時代

の竪穴住居の復元がありましたよね。あったんですけど、かやが壊れているということ

で撤去するということになりまして、とうとう撤去された。危険でかや葺きや金額が高

いということで、残すことができなかったんですね、これ。だけど、私は外からふるさ

と館など何度か訪れまして、見てまして、現実に腐敗して全てが残っていない屋根は垂

木や小舞を使って、コナラやクヌギ、麻ひもなどで巻いたり、土を使ったりとか、子ど

もたちの工夫やいろいろな考えるチャンスをですね、奪ったんではないかなというふう

に思うんですね。今、いろんな文化財を見てみますと、家屋が近隣まで建ったりして、

壊れていっている場所もいっぱいあるんです。手入れがなされてないところもたくさん

あるので、そういうものに関して子どもたちにどんどん見ていただいて、調査にも一緒

に入ってもらうとか。以前ですね、なぜこういうことを言いますかと言いますと、西中

学校の生徒さんが総合的な学習で海田町のことを調べたり、山の中に入って一緒に調べ

たりした経緯があったものですから、やはりその郷土愛というものを育てるためにもそ

ういうチャンスを与えることはとても大事なのではないかと思います。このことから、
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私思うんですけれども、今回、折れたクスノキがありますよね。あのクスノキの枝は放

課後子ども教室や小学校の工作資材として提供してほしいというふうに依頼をかけた

んですけど、業者に保管しているという回答があったんですね。この木の使い道はどの

ようにされるんでしょうか。 

○議長（桑原）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（森原）クスノキの件につきましては、文教福祉委員会でもお答えしまし

たように、クスノキの再利用となりますと、木を乾かしたり、それから、安全に使える

ようにということで、多額な費用がかかりますので、こちらのほうは今回難しいという

ことで、ただ、ふるさと館のほうに、切った切り株の一部分は展示して説明文を付けて

展示をしておりますので、そちらのほうで対応しているというところです。 

○議長（桑原）教育長。 

○教育長（佐々木）今の課長のに付け加えますと、先ほど竪穴式住居の復元のことが出ま

したので、あれを撤去した理由を言います。かやがないんです。そして、かやだけでも

500万かかるんです。かや葺きの職人さんを雇ってきたらほぼ1,000万円のお金がかかる

んです。そうすると、給食費の無償化の一部でもできるんです。それを考えますと、未

来永劫それを残していくのがどうか、私は英断でした。当然、子どもたちにとっては貴

重なものですから、議員さんおっしゃるとおりだと思います。それとのやっぱり、バラ

ンスの問題で、教育費限られた中で、子どもたちがどれだけあそこへ行ってということ

になりますと、そこらがあって今のように英断したわけですよ。クスノキにつきまして

も、３年ぐらい置かにゃいけんのんです。それをどのように妥協するかということなん

です。３年置くあいだのやはり経費もかかるんです。全て、幾らでもかければ何でもで

きるんですけど、ちょっとさすがに800万ぐらいかけて、あれを復元してというわけには

いかないと思いました。それも、一時期それであって、それを維持しようと思うと、そ

れ以上にかかります。その点を御理解いただきたいと思います。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）それは理解しております。私が言いたかったのは、壊す前に、子どもたち

にこの竪穴住居があった、そのものを今言いましたように、垂木や子どもらが小枝やら

いろんなものを持ってきて、この屋根ができんのんかねという教材になったんではない

かということを私は言いたかったんです。やはり、そういうことをすることによって、

昔の人はそういうものを使ってやっていたんだなというふうに思って、それから、みん
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なで壊したというんなら分かるんですけれども、業者がやってきてぱっと壊してしまっ

たというんでは教材にはなってなかったんではないかと残念に思った次第です。 

○議長（桑原）教育長。 

○教育長（佐々木）ああいう危険物のところへ、子どもを寄せるわけにいかなかったとい

うことです。それと、教育課程の中でそれほどの時間を使うことはできません。以上で

す。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）本当に心が、どういうふうにして皆さんが、じゃ、写真を撮って、この分、

こういうものだったんだよというのを伝えることはできると思いますので、今後そうい

うふうに壊れたものとかそういうものに対しての配慮、それから子どもたちに対する心

を育てていただきたいというところを私は申し上げただけで、どうしてもせにゃいけん、

どうせにゃいけんのだということを私は言っているわけではないんですね。やはり、そ

れをすることによって、心を育てていただきたいというところに言及していきたかった

んですけれども、作ること、やること、物を作ること、そういうことだけにとらまえる、

目先のことだけを見てるんじゃなくて、心のことまでも含めて考えていただきたかった

ということを言って、これは終わりたいと思います。 

 次に、写真集について、お話ししたいと思います。この写真集は海田町と記載してあ

るものでありますけれども、今後の対応、写真提供者への謝辞、関係者への配布は必要

と思いますが、これはどのようにされましたでしょうか。 

○議長（桑原）魅力づくり推進課長。 

○魅力づくり推進課長（大村）この作成した写真集の作成した後の話だと思うんですけど

も、まず新庁舎の開庁式典で、来賓の方に配布しました。郷土文化研究会の方々を通じ

て、また写真提供者の方々にもありがとうございますということでお渡ししております。

それから後は、広島市、安芸郡のこの周辺の役所、役場、それから図書館などに配布し

ております。今、10月に第１回の公募を行いまして、このときに78部申込みがありまし

たので、それはもう配布を終えております。11月から第２部の配布、応募期間を設けて

おりまして、12月末までにしておりますけども、この前新聞に載ってかなり盛況で、今、

この第２部の段階で170名の申込みがあるというふうな状況でございます。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）徳島県徳島市役所ではこの100周年ということで、写真で見る徳島市100年
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という出版物を出されたんですね。そのときに売買をされているんですけれども、そう

いうことは海田町では考えておられますでしょうか。 

○議長（桑原）魅力づくり推進課長。 

○魅力づくり推進課長（大村）この度、販売ということは考えておりません。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）この1,000部というのがなくなり次第、終了ということになるんでしょうか。 

○議長（桑原）推進力づくり推進課長。 

○魅力づくり推進課長（大村）応募の状況などにもよりますけれども、データなどは残っ

ておりますので、いざとなったら増版ですかね、それも可能だとは考えております。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）増版できるということが分かりましたので期待しております。この写真集

についてですけれども、この調査方法のことについてお伺いしたいんですが、10年かけ

て写真を集められたというふうに聞いております。本当に長い期間、熱い思いを寄せら

れてこの写真集ができたということがあります。ただ、以前、ある大学が海田町の物件

を調査したいといって、物件を持って帰って、町が物件を返してもらいたいと言ったら、

紛失されてなくなっていたものがあったということを聞いたことがあるんです。今回、

写真調査ではありますけど、写真などに持ち帰りに関してどのような指導をされておら

れましたでしょうか。 

○議長（桑原）魅力づくり推進課長。 

○魅力づくり推進課長（大村）この度の写真につきましては、基本は郷土文化研究会さん

が所有されていた、また、郷土文化研究会さんが集められた写真を基に写真集を作って

いきました。その写真の収集については町がほとんど関わっておりませんで、町の職員

が直接撮れるような写真とか、町が持っていた写真などは提供したんですけども、それ

以外の写真はこの郷土文化研究会にお任せをしていたというところでございます。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）やはり、こういう大きな、こんなすばらしいものができているわけなんで

すけれども、この写真調査でありますけれども、町の指導、先ほど文化庁の文化財審議

会とか、教育委員会のほうでもそういうふうな形でどんどん資料の提供なども調査研究

をなさっておられるわけなんですが、魅力づくり推進課ということで、今言われたよう

に、指導などはしてなかったと言われますが、もしその物が紛失したり、トラブルとか
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いうのはなかったんでしょうか。 

○議長（桑原）魅力づくり推進課長。 

○魅力づくり推進課長（大村）管理の段階で、一部そういった混乱があったというのは聞

いております。トータルで3,000枚ほどの写真をやり取りされたということで、その中で

一部そういった話があったとは思います。そこはうちももう少し指導するべきだったか

と思います。申し訳ありません。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）やはり、長期にわたってこういうものを集めておられるということで、文

化研究会の方が、すごい力量があったと、私は思っておりますけれども、やはり、いつ

どこで誰がどのようにしてどうするのかということも、町が海田町というふうに書く限

りにはきちっとした把握のもとにされないと、やっぱり小さなトラブルが大きなトラブ

ルになると私は考えますけれども、そこら辺のところは今後もしこういうふうな写真集

を出すということになった場合に、確かにそういう会の方、大事なんですけれども、監

修というものは必要ではなかったかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（桑原）企画部長。 

○企画部長（鶴岡）この度の写真集、研究会さんの皆さんの協力も得まして完成ができま

した。その中で幾つかトラブルもあったというふうに聞いております。そういった反省

すべきところは反省をいたしまして、今後、同様の事業を実施するときには、十分参考

にしながら、トラブルのないように取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）とてもこういう写真集はなかなかできるものではありませんので、やはり

住民さんのトラブルがないように、また、会の人たちが本当に一生懸命されたことが表

に出て喜んでいただけるようなこの写真集とか、そういうものが提供できるような形で、

町としてもバックアップしてあげたら良いと思いますので、そのところは御配慮願いま

す。それから、私もこの写真集の一部、手直しの箇所があるということをお話をさせて

いただきましたけれども、この文献を作った場合に、国立国会図書館に納本する必要が

ありますけれども、これはどのようにされましたでしょうか。 

○議長（桑原）魅力づくり推進課長。 

○魅力づくり推進課長（大村）完成と同時に、２部でしたかね、規定のとおりに納めてお

ります。 
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○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）安心いたしました。今後もよろしくお願いします。 

 それでは次に、３、災害についてお話をさせていただきたいと思います。独り住まい

の方の民生委員の方に、Ａ４の用紙を活用するようにということで、私、カードという

ふうに書いたりしておきましたけれども、Ａ４の用紙なんですね。これを災害のときに、

ある市町では首にぶら下げて避難するとか。確かに先ほどお話がありましたように、タ

イムラインとか自身の行動計画ですとか、そういうものはつくっていくと言われました

けれども、実際にそのタイムラインが自分を守ってくれるわけではありませんですし、

実際にそれは活用していくものが必要だと思いますので、町として、やはりこの用紙を

住民全員に配って、自分の保険証の名前書いたり、確かに今、カードもできております

ので、それが大事なんだとは思いますけれども、冷蔵庫などに貼って、緊急のときにき

ちっと使えるように、目に見えるような形を取っていただければと思うんですね。なぜ

そうしたことを言いますかと言いますと、近隣のおばあちゃんが倒れまして、鍵がかか

っているんだけど、どうも倒れている姿が見えると。それで、お子さんに電話をして、

鍵を持って来てもらって、だけど、倒れているんだけど、どこへ連れてったらいいのか

分からなかったんですけど、ぱっと冷蔵庫を見たら、その方が貼っとっちゃったんです

ね。それを見て、救急隊の人が正しくその処置をされて、どうして倒れたのかというの

を考察されて病院に運ばれたという事例がありましたので、この提案をした次第なんで

す。やはり、せっかくの、民生委員の方が配布されているカード、すごいすばらしいん

ですね。なので、これをきちっと整理整頓して目に見えるようにして、自分自身が体に

付けて災害のときでも持って走れるような形にすると、倒れたときでも意識不明になっ

たときでも、このものが首でもどこでもいいんですけど、持っておりましたら、救急隊、

それから近隣、助けてくださった方がさっと対処できるのではないかと私は考えるんで

すが、これは形にしていくことはできませんでしょうか。 

○議長（桑原）防災課長。 

○防災課長（宮垣）まず、今、何点か御質問いただきました。まず、近隣の救急隊員が駆

けつけたときに、これが非常に役に立ったというお話が１点ありました。確かにそのた

めに今これを民生委員さんがお話をしながら、声掛け運動をしながら作っていて、いざ

というときに、見えるところに置いといてください、そのためのものですというような

感じのものでございます。今、手元にありますが、こういうふうな形の赤いもので、目
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につくような形のものを民生委員さんが日頃の活動の中で作られていらっしゃる。もう

１点は、これを避難所のほうに持って行ったらどうかという御提案をいただいておりま

す。確かに避難する場合には、いろいろ手に持っていくところも、何を持って行ったら

いいか分からないという部分では補完できるものだとは思っております。ただ、これが

全てではないと思っています。限られた情報でございますので、我々のほうは、これが

まず出始めたのが28年、29年ぐらいの事業です。ですから、今、もう少し法律も変わり

まして、できるだけ避難行動要支援というようなところで動いているところもございま

して、この中の一つの取組だと思っています。避難時には、私らもそうなんですけど、

まず早めの避難していただくということで、町長答弁でもございましたように、準備し

ていただく、そしてこのカードを持って行くんじゃなくて、カードの横に、例えば、小

さなナップサックがあればそれを持って行っていただければよろしいことなので、それ

を推奨したいというようなところで、今、出前講座であったり、学校とかでいろいろそ

ういうふうな普及、そういうようなことをやっているところでございます。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）ほかの市町は、今のカードのコンパクトにしたものを必ず身に付けて走っ

て出るというふうにされているんですよね。実際にそれを使って、転んで意識不明にな

っておられる方が助けられたということも多々ありまして、名前がもうしゃべれなくな

っている人がその人が誰々さんだということが分かったりとかしますので、リュックは

負っていっても、それを持たないでいいですなんていうことはちょっと間違っているの

ではないかと思いますが、いかがですか。 

○議長（桑原）防災課長。 

○防災課長（宮垣）まず、取組の一つとして、今のカード１枚を持っていくよりかという

ようなお話をさせていただきました。もっと、一つ言うならば、このカードの取組です

が、２枚セットです。１枚はＡ３サイズのものを冷蔵庫に貼るという取組です。これが

今進めているマイ・タイムライン、いわゆる避難行動計画です。これにのっとって、も

しそうであればぶら下げていくカードを名刺サイズとか小さいサイズでというのがワ

ンセットなんです。これだけではないんです。ですから、もしそうであれば、有効な手

段とは思いますけども、これだけを推奨して、皆さんにお配りするというようなところ

は、今のところは考えておりません。 

○議長（桑原）石橋議員。 
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○３番（石橋）今、名刺サイズとおっしゃいましたけれども、やはりこの名刺サイズ、い

いことだと私は思うんですね。それだけをしなさいということを言っているんではなく

て、それが有効活用できないかというふうに言っているわけですから、悪いことではな

いと思うんですけれども。それはやはりマイ・タイムライン、横文字で言うと、おじい

ちゃん、おばあちゃん、何だとかいうふうに言うんですけれども、そうじゃなくて、こ

れも大事なんですよって、セットで、リュックを負って行くときにはチャックの中にこ

れを入れとってねとか、そういうふうなやり方ができるのではないかと思うんですね。

やはり、マジックでちゃんと書いとったら、色も水性マジックじゃなくて油性マジック

で書くんだよというふうに指導していかないと、一から十まで言わないと分からない状

態なんですね。ですから、やっぱりそこのところは、いろんな方、子どもから大人まで

そういうものが使えるようなものというものをきちっと作って考えて、考慮していく必

要はあると私は思うんです。子どものタイムラインというのもありますので、やはりそ

こら辺のところの配慮というものは、これも一緒に持っていくんだよというふうにリュ

ックを負いながら、１食自分の食べるもの、水を入れる、パンツを入れるとかというふ

うにしていかないといけないんだよというふうなやり方を指導してもらえればと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（桑原）防災課長。 

○防災課長（宮垣）おっしゃるとおりでございます。今、そういったものを広報であった

り、いわゆるハンドブックであったり、皆様方にお配りして、各世帯のほうで見ていた

だく、または学校などそういったところでも啓発活動をしていく。そういうふうな地道

な活動をしております。議員御提案のこのような形でＡ４サイズであるんですが、本当

補完できるものだと思いますので、それは活用していただければと思っています。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）今後もタイムラインというふうな形ではなくて、一緒に指導していただい

て、コンパクトなものに作り変えられる海田町ならではのものができれば幸いと思いま

す。 

 次に、佐中議員も質問された尾崎川対応の経過は分かりました。住民が不安に思う場

所なんですけれども、やはり尾崎川の排水不足で下流域の現状を見ますと、下流域だけ

ではないんですけど、大立のほうもそうなんですね。ずっと県道沿いに沿ってのところ

は、本当に水につかる場所が多くて、車って、今、家に２台あるような状態になってお
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りまして、車は家の財産になっております。この車を避難させるために、大立地区の方

は海田中学校に避難させたいと思っているのに避難できないんですよ、ぐるっと回らな

いといけないから。中に入らせてもらえない。また、中学校に、１回大きい災害があっ

たときに車も入らせていただいたからと思って行ったら、門が閉まっていて入らせても

らえなかったと。確かに一番最初は４か所ぐらいしか避難所が開放されておりませんの

で、車の避難というのはなかなかできない、やっぱり人というのが一番に大事というふ

うになるでしょうけれども、２番目はやっぱり車、家族にとっては一番の財産の車とい

うふうになると思うんです。エンジンが水に漬かったらもう動きませんので、高いとこ

に持って行きたいと考えているようで、大立地区とかそういう近辺の方々は高台ですと

か会社などに移動するのに、そこまで行くのに水の中を運転しながら行かないといけな

いんだというふうに言われます。また、新開方面では、警察署がちょっと高めにありま

して、その警察署の壁面に、あそこに立っている建物の半数ぐらいの方が、壁面に、雨

が降るたびに、夜中であろうが何時であろうが朝方であろうが、雨が降り出したと思っ

たらすぐに移動させないといけないというふうに苦労をしておられます。やっぱり、住

民に対する早急な対策と対応というものがあると思うんですけど、車というものの避難、

それはどのように海田町では考えていかれますでしょうか。 

○議長（桑原）石橋議員、通告から外れているので、質問を変えてください。石橋議員。 

○３番（石橋）失礼いたしました。住民に対する早急な対策と対応をどのように考えてお

られますでしょうか。 

○議長（桑原）石橋議員、質問の趣旨を明確にしてください。 

○３番（石橋）排水機増設早期完成を今後も関係機関に強く働きかけるとともに、豪雨時

には、応急的な対応として国や県が所有する排水ポンプ車の出動を要請し、尾崎川流域

周辺の浸水被害の軽減に努めてまいりますとありますが、この軽減と書いておられます

けれども、今、話ししましたように、車とかそういうものに対して、人の避難はありま

すでしょうけれども、この軽減というところから、車などの避難、そういうものに対し

てどのようにお考えなのかということをお伺いしたかったんです。 

○議長（桑原）総務部長。 

○総務部長（丹羽）浸水地域に対する車の避難、それについては我々いろんな企業と協定

を結んでおったりしますので、例えば、マリーナサンライズの立体駐車場であるとか、

そういったとこも協定を結んでおりますので、そういったとこへの避難というのは可能
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だろうと思います。そういったことも周知を図っていかなければならないと考えており

ます。 

○議長（桑原）石橋議員。 

○３番（石橋）確かにそういうふうにどういうところに止めたらいいのかという、やはり

そういう情報を的確にしていただければと思います。いろいろ申しましたけれども、豪

雨の際の課題解決に向けて取り組んでいただければと思います。それでは、これで私の

質問を終わらせていただきます。 

○議長（桑原）７番、大髙下議員。 

○７番（大髙下）７番議員、大髙下です。本日は１項目について質問いたします。自転車

用ヘルメット購入に助成を。2023年４月１日から、自転車に乗る人全てに対してヘルメ

ット着用が努力義務になって７か月が経過しました。警察庁が2023年７月に実施した自

転車乗車時のヘルメット着用率の都道府県別ランキングでは、全国平均で13.5パーセン

トでした。広島県は6.6パーセントでした。現状はすごく厳しいものがあります。６月の

一般質問の答弁で自転車乗用中にヘルメット着用することで死亡事故の削減につなが

ることから、ヘルメット着用の啓発に努めるとともに、今後のヘルメット着用率の推移

を見ながら、必要な対応を検討するとありました。全国の自治体ではヘルメットの重要

性を踏まえて、普及の促進とヘルメット購入に助成する制度が広がっております。我が

町も助成を検討してはどうか。以上です。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）大髙下議員の質問に御答弁いたします。 

 自転車用ヘルメット購入に対する助成についての質問でございますが、本年４月から

全ての自転車利用者に対する乗用車ヘルメット着用が努力義務化され、本町といたしま

しても、海田町交通安全協会及び海田警察署と連携し、啓発に努めてきたところでござ

います。しかしながら、議員御指摘のとおり、警察庁が７月に実施した調査では、広島

県の着用率は全国平均に比べ半分程度と低い状況となっております。御提案の購入費用

の助成についてでございますが、各種アンケートの結果を参照いたしましたところ、ヘ

ルメットを着用しない理由として、経済的理由を挙げている方は相対的に少ないことか

ら、現時点で購入費の助成は考えてございません。今後も自身や家族の命を守っていた

だくため、ヘルメットの着用について啓発してまいります。以上でございます。 

○議長（桑原）大髙下議員。 
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○７番（大髙下）それでは、再質問をさせていただきます。ちょっと答弁にはがっくりで

すけど、６月に一般質問したときに、今後やっぱり着用率を上げるために取組をしてい

くと言われたんですが、どういう取組をしたんですか。 

○議長（桑原）町民生活課長。 

○町民生活課長（水川）自転車の乗車用ヘルメットの着用率の向上につきましては、答弁

にもございましたように、海田警察署、海田町の交通安全協会と連携しまして、街頭キ

ャンペーン等を行っております。また、町のホームページや広報かいた等に記事を掲載

し、自転車の死亡事故は、ヘルメットを着用している場合、死亡率が低い等の御紹介も

させていただき、啓発に努めてまいりました。 

○議長（桑原）大髙下議員。 

○７番（大髙下）それで、結果はどうですか。 

○議長（桑原）町民生活課長。 

○町民生活課長（水川）御指摘のとおり、７月に行われた警察署の調査では、全国平均よ

りは広島県は低い状況となっております。 

○議長（桑原）大髙下議員。 

○７番（大髙下）着用率を上げるために方策を打つのに、やっぱり何かよその自治体を見

ても、今、ここの答弁では経済的理由じゃなしに、啓発の意味において助成をしたらど

うかと考えますが、それはどうですか。 

○議長（桑原）町民生活課長。 

○町民生活課長（水川）東京都がこの４月に実施したヘルメットの着用についてのアンケ

ートの結果でございますが、ヘルメットを着用しない理由として一番多いのは、法令上

着用は義務ではなく努力義務だからというのが最も多く、43.9パーセントでございます。

これは複数回答なので、何を一番重要視しているかというのは判明いたしませんが、そ

の次についても、２番目についても駐輪時にヘルメットの置場がなく荷物となるから、

43.0パーセント、３番目は着用で頭が蒸れたり、熱が籠もるからで39.3パーセントとい

うふうな順番で、購入費用が負担だからというのは７番目で25.6パーセントの方となっ

ております。実際に着用状況につきましても、常に着用している方7.0パーセント、時々

着用している方3.7パーセントとありますが、持っているが着用していない方というの

も5.8パーセントという結果になっております。やはり、着用することのメリットについ

て啓発していくことが重要と考えておりますので、今後も、例えば町内の学校等につい
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ても連携して啓発に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（桑原）大髙下議員。 

○７番（大髙下）広島県内では三原市が７月から実施して、ちょっと聞いてみたら、やっ

ぱり反響があって、本来なら来年６月までの予算をしておったんですが、この９月で予

算がなくなったと。やっぱり、そういう補助というのがあるから、皆、少しでも着用し

ていこうと、そういう大きな意義付けになってくると思うんですよ。それで、全国でも、

今、毎月のように何々自治体、何々自治体、どんどん補助して、何とか、せっかく法令

が変わったんでね、盛り上げていこうという機運になっております。そういう意味じゃ、

ちょっと海田町も本当にこれは軽く考えないでほしいと思うんです。法令がわざわざで

きたわけですので、そういう意味では、もっともっと普及に力を入れてほしい思うんで

す。今までどおりではもう駄目だと思うんです。そういう意味で全国がどんどんどんど

ん毎月増えていきよる現状についてはどう考えておられますか。 

○議長（桑原）総務部長。 

○総務部長（丹羽）さすがにいろいろな自治体がそういった助成をしとるというのは、我々

も把握をしております。ただ、課長申し上げましたとおり、東京都の統計を見ますと、

つけない理由というのが、負担になるから、購入の負担になるからという理由ではなく、

本当に義務じゃないからとか、降りたときに、じゃ、どこにしまうか、そういった問題

であるとか、着用で頭が蒸れたりということが主な理由というところから考えますと、

購入をしたとしても必ずしも着けるのかというところに結びつくんだろうと思います。

そこはただただ助成しただけで、皆さんが着用するとは必ずしも言い切れないところは

ございます。本町といたしましては、そこは、まだまだ助成していくというよりは啓発、

皆さんに、着用していなければ2.6倍も死亡の確率が上がるんですよと、そういったとこ

を強調して啓発に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（桑原）大髙下議員。 

○７番（大髙下）兵庫県では県全体でやっておるんですが、18歳までと65歳以上に限定し

て、あそこは4,000円補助する。何とか18歳までの子どもたちと65歳以上、これがやっぱ

り事故が多い確率が高いので、的を絞って補助も出しとる、そういうことはちょっと、

考えてもらえませんか。 

○議長（桑原）総務部長。 

○総務部長（丹羽）繰返しの答弁になるかもしれないんですが、やはり、先ほど申し上げ
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ました理由、ただ高校生等はスピードを出したり、通学時、そういったことはあるケー

スが多々ありますので、そこら辺の啓発活動、または学校への呼び掛け、そういったも

のはしていかなければならないとは感じております。 

○議長（桑原）大髙下議員。 

○７番（大髙下）あんまし納得がいきませんけど、是非とも、本当に今から、せっかく法

令ができたので、これらを進めていかにゃいけんという意識に立って、本人が好きだろ

うが嫌いだろうが、安全のためには進めていってほしいと思いますので、これを最後に

終わります。ありがとうございました。 

○議長（桑原）６番、小田議員。 

○６番（小田）６番、小田です。今回、２項目にわたってお尋ねさせていただきます。初

めにフェムテックについて。国が本年６月に示した女性版骨太の方針2023の中に、健康

診断に月経困難症、ＰＭＳや更年期障がいなどの問診項目の追加や女性の健康に関する

悩みを技術で解決するフェムテックの利活用がありました。フェムテックとはＦｅｍａ

ｌｅとＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙを掛け合わせた造語で、女性が抱える健康課題を技術で解

決する製品やサービスなどを指します。女性のライフステージと健康問題について深い

関わりがあることは広く知られていることだと思います。しかし、健康問題を理由に休

職や離職をするケースも少なくありません。これによる経済的損失や社会的損失は合わ

せると１年間で6,828億円とも言われております。そこで、本町の取組についてお尋ねい

たします。１点目、本町における健康診断の問診項目には月経困難症、ＰＭＳや更年期

障がいなどの項目は設けられているのでしょうか。２点目、生理休暇はあるのでしょう

か。なければその理由は。あるのであれば取得率はどのくらいでしょうか。３点目、健

康問題を理由に休職や離職するケースはこれまであったのでしょうか。その対応はどの

ようになっているのでしょうか。４点目、症状に応じた休暇やテレワークなど、今後ど

のように女性が安心して働ける職場づくりをされるのでしょうか。 

 次に、生理の貧困問題についてお尋ねいたします。以前、一般質問で取り上げさせて

いただいてから、多くの県や市町村において取組が進んでおります。質問当時、本町に

おいても防災備蓄品を活用し、配布をするとの答弁をいただき、現在においても配布を

していただいているところでございます。しかし、現状は困っていてももらいにくいと

の声もあります。そこで、本町での現状と今後の取組についてお尋ねいたします。１点

目、これまでにどのくらいの方が生理用ナプキンを受け取られましたか。２点目、町内
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公共施設の女性用トイレへの生理用ナプキン常備と生理用ショーツの提供も行っては

いかがでしょうか。３点目、学校のトイレにも生理用ナプキンを常備してはいかがでし

ょうか。以上、答弁を求めます。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）小田議員の質問の２点目の３番については教育委員会から、その他につ

いては私のほうから答弁をいたします。 

 まず、フェムテックについての質問でございますが、１点目については、労働安全衛

生法に基づき、毎年度職員が受ける健康診断には月経困難症や更年期障がいについての

直接的な問診項目はございませんが、こうした疾病等につながる問診は行ってございま

す。２点目につきましては、生理休暇制度はございますが、今年度は現在までのところ、

取得実績はございませんでした。３点目につきましては、本人の健康問題により休職さ

せる場合には、主治医の診断と産業医の意見を基に措置を講じているところでございま

す。休職中においても衛生管理者等の面談等を行うなど、健康回復に向けての支援を行

っております。こういった支援を行っても休職が長期にわたったことにより離職につな

がった事案もございますが、引き続き、休職者が健康を回復し、職場復帰につながるよ

う取り組んでまいります。４点目については、現状においても様々な理由に基づいた休

暇制度がございますが、実際に生理休暇など取得実績が上がってないものもございます

ので、休養やリフレッシュのために遠慮なく休暇の取得やテレワークの実施ができるよ

う、管理職から率先してメリハリをつけた働き方を実践し、職場環境をより改善してま

いります。今後も主治医や産業医、衛生管理者と連携しながら、職員が安心して働ける

職場づくりに努めてまいります。 

 続きまして、生理の貧困問題についての質問でございますが、１点目については、令

和３年７月に生理用ナプキンの配布を始めてから、延べ144人に配布してございます。１

点目につきましては、物品の配布はもとより相談支援につなげることが重要であると考

えております。引き続き、暮らしの安心サポートセンターやかいた版ネウボラなどと連

携し、丁寧な対応と配慮の下、経済的に不安を抱える女性への支援に努めてまいります。 

 それでは、２点目の３番については教育委員会から答弁をいたしますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（桑原）教育長。 

○教育長（佐々木）小田議員の質問に答弁いたします。生理の貧困に関わって、学校のト
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イレへの生理用品の常備についての質問でございますが、現在、保健室等に常備しまし

て、必要に応じて個別に配布できるようにしております。直接、対面で渡すことにより、

児童生徒の状況が把握でき、虐待の兆候などを早期に発見して支援につなげるなどの効

果が見られます。なお、申し出にくい児童生徒につきましては配慮するよう、継続して

学校を指導してまいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（桑原）小田議員。 

○６番（小田）それでは、再質問をさせていただきます。まず、このフェムテックについ

て一般質問させていただいた理由でございますけれども、女性にとって働きやすい職場

環境は男性にとっても働きやすい職場環境であろうというふうに考えまして、この質問

をさせていただいたわけでございます。国においてもこの2023年女性版骨太方針の中に、

初めてこのフェムテックという言葉が記されていたわけでございますけれども、これか

らこのフェムテックが広がっていくものと私も考えておりますが、まずは、この自治体

においてこのフェムテックを率先して取り組んでいただきたいなと考えまして、今回、

この質問をさせていただいたわけでございます。先ほどの答弁にございましたように、

１点目においてはこうした月経困難症や更年期障がいについての問診項目はないもの

の、疾病等につながる問診は行っておりますという答弁でございましたが、具体的には

どういった質問項目になっているんでしょうか。 

○議長（桑原）総務課長。 

○総務課長（中村）症状の有無について問診する項目がございまして、その中には吐き気

や頭痛、それからめまいや動悸、肩こり、イライラ、情緒不安定など、そういったよう

な症状があるかどうかというところについて問診する項目がございます。 

○議長（桑原）小田議員。 

○６番（小田）月経困難症や更年期障がいの症状についても、今、答弁されたような内容

が含まれているので、それで十分かというふうに考えます。次の生理休暇制度はあって

も今年度は今までのところ取得実績はないということですが、これは言い出しにくくて

取得をしておられないのか、それとも、本当に生理休暇を使わなくてもほかの休暇で賄

えているというところで取得率がゼロなのか、どういうふうに承知をしておられますで

しょうか。 

○議長（桑原）総務課長。 

○総務課長（中村）言い出しにくい方もいらっしゃるのかもしれないと思っております。



８５ 

しかしながら、全体的な状況で見たときに、まずは年次有給休暇ですとか、そもそも休

暇が取りにくい状況でなければ、生理休暇というところに行きつかないと考えておりま

すので、一番大事なのは職員が休暇を取りやすい環境をつくっていくというところが大

事だと考えております。 

○議長（桑原）小田議員。 

○６番（小田）そのとおりでございまして、その環境をつくっていくのがより良い職場な

んだろうというふうに考えます。そのような職場で働く皆さんは、町民の皆さんにも良

い対応ができるというふうに思っておりますので、そこを改善していただきたい。また、

あるいは少し前までありました単純ミス、そういったことも起こる原因がどこかにある

のではないかというふうに考え、こういった質問をさせていただいておるわけです。体

調が悪い中、なかなか休みも取りづらい、そのような中で働かなければならないという

ことになれば、当然、ミスも起きやすくなるでしょうし、ほかの方にミスを補っていた

だく、負担が増えていくという悪循環が生まれるような気がいたします。ですので、そ

こを何とか改善していただきたい。また、本当は職員の数を増やしていただくのが一番

手っ取り早いのかなというふうにも思いますけれども、それはなかなか難しいようです

ので、今いる職員の数で今いる業務を行っていく。近年では新型コロナウイルスの対応

ですとか、様々、考えもしないような対応が強いられているところですので、職員の方

にかかる負担は想像以上であろうというふうに察するところです。ですので、職場環境

を、休みが取りやすい環境をつくっていくためには、何が必要だとお考えですか。 

○議長（桑原）総務課長。 

○総務課長（中村）職員は、まず組織の中にいますので、例えば、上司に当たる管理職等

が率先して年休を取るですとか、テレワークを行うといったようなことを実践して、ま

たそれを所属の職員に対して促していくというような雰囲気づくりをしていくところ

がまず第一に重要だと考えております。ですので、そういったところ総務部としては職

員に周知してまいりたいと考えております。 

○議長（桑原）小田議員。 

○６番（小田）３点目の健康問題の理由に休職等をされる、離職、休職、離職につながっ

た事案もありますがということで、これまでにもそういったケースがあったと。休職者

が健康を回復し、職場復帰につながるよう取り組んでまいりますというふうに御答弁を

いただきましたけれども、具体的に何かこういったことをやっているというようなこと
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がございますか。 

○議長（桑原）総務課長。 

○総務課長（中村）休職した職員におきましては、衛生管理者と、それから公認心理士が

定期的に面談を行っております。また、必要に応じましては、主治医との協議を行った

り、それから産業医の意見を伺ったりして、復職に向けての対応を検討してまいります。

また、復職に当たっても急な職務が負担であるという場合においては、軽減業務から開

始するというような制度もございますので、そういったところを織り交ぜながら復職に

向けての支援をしているところでございます。 

○議長（桑原）小田議員。 

○６番（小田）今、御答弁されたのが、ごもっともだというふうに考えます。先ほどから

繰返し言うように、具合が悪いときに具合が悪いと、休みたいときに休みたいと言える

職場環境でなければならないというふうに思いますので、そこはこれからもしっかりと

取り組んでいただけるものと考えて、フェムテックについてはこれで終わらせていただ

こうと思います。 

 次の生理の貧困問題についても、フェムテックととても関連しておりまして、今現在、

令和３年７月に生理用ナプキンの配布を始めてから、延べ人数で144人に配布をしてお

りますという答弁でございましたけれども、約３年、足掛け３年になりましょうかね、

ぐらいで144名なので、これが多いのか少ないのかというところは申し上げにくいとこ

ろですけれども、本当に困っている人のところに支援が届いているのかというふうに、

福祉保健部ではお考えでしょうか。 

○議長（桑原）社会福祉課長。 

○社会福祉課長（杉本）必要な方には取りに来ていただいているものと思っております。 

○議長（桑原）小田議員。 

○６番（小田）取りに来られる方はまだ大丈夫な方だろうというふうに思います。困って

いても取りに来られない方のほうがとても心配で、そういったところに支援を届けるに

はどうしたらいいのかなというふうに考えたところ、女性トイレに常備をしていただく

のが一番手っ取り早いのではないかなと考えました。女性なら分かると思うんですけれ

ども、生理用ナプキンを使用するには生理用ショーツでないとナプキンがずれてしまっ

て正しく使えないというようなことがありますので、本当はこの生理用ショーツは学校

の保健室で配布をしていただきたいと思ったんですけれども、今現在、学校では保健室
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で生理用ナプキンを配布しているところなので、この先、生理用ショーツについてはお

尋ねをしようかなというふうに考えておりまして、まずは町民の皆様に向けて生理用シ

ョーツを配布していただけないだろうかと思いまして、今回、この質問をさせていただ

きました。現に困っていてもなかなかもらいにくいと、もらうということは、私は困っ

ていますということを宣言しなければならないと思いますので、それを言わずに頂くに

はどうしたいいのかなと考えたところ、やはり女性用トイレに常備をしていただくのが

一番スムーズではないかなと考えますが、その点について今一度御答弁いただけますで

しょうか。 

○議長（桑原）社会福祉課長。 

○社会福祉課長（杉本）議員おっしゃるとおり、自由に取っていける環境であればという

ところもあるかと思うんですけれども、町といたしましては、お渡しする際、相談先を

書いたものを一緒にお渡しするなどして、相談支援につなげていきたいというところが

ございますので、これからも同様の取組を続けていきたいと思っております。 

○議長（桑原）小田議員。 

○６番（小田）生理用ナプキンをトイレに常備していただいても、他市町ではありますけ

れども、常備しているケースの中に、困ったときにはここに相談してくださいというよ

うなカードを一緒につけて置いておられるところもあるので、是非ともそういった形で

困っておられる方が、私は困っていますと言いやすい町政であっていただきたいなと思

いますので、これからも調査研究をしていただいて、そういったことにも取り組んでい

ただきたいと思います。学校において、今現在、保健室での配布、これは当初一般質問

をさせていただいたときから保健室において渡していますよという御答弁だったかと

思います。先ほど来申し上げておりますように、困っていても困っていると、大人でも

言いにくいんです。これが思春期の子どもが困っていると言えるだろうかと考えたとき

に、私は言えないほうが多いのではないかなと思いますが、その部分について教育委員

会としてはどのような見解をお持ちですか。 

○議長（桑原）教育次長。 

○教育次長（森山）議員御指摘のとおり、生理等に関わっては、女子の生徒につきまして、

なかなか申し出にくいということはございますけども、本来、学校は不特定多数ではな

くて、特定の子どもたちについて学校で生活をしている状況でございます。申し出にく

い環境をつくることのほうが恐らく害になる、だから教育の中身としては、自分が困っ
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ているときには、先ほどもあったように困っていると言える子どもに育っていかないと、

今後、その場だけではなくて、社会に出たときに相談機関や専門機関と自分でつながっ

ていくということにつながっていきませんので、そういうふうな部分を子どもたちにも

分かってもらうという機会にもしていきたいというふうに考えております。 

○議長（桑原）小田議員。 

○６番（小田）今、教育次長が御答弁いただいたのも、ごもっともだというふうに考えま

す。しかしながら、それと同時並行に今現在困っている児童生徒に届けるために、トイ

レへの常備をしていただきたいと思います。社会に出たとき、また人と共存していくに

は、自分から何かアクションを起こすということがとても大事だということは、私も承

知をしておりますけれども、それが今現在言えない子どもたちに対して何かできる手立

てはないのかな、そういったところをお考えではないでしょうか。 

○議長（桑原）教育次長。 

○教育次長（森山）そのような場面、一回一回を大切な機会と捉えて、話をする場であっ

たり、申し出たことがその子のためになるということを経験していただきたいというふ

うに考えておりますので、引き続き、保健室での受渡し等について進めていきたいと考

えております。 

○議長（桑原）小田議員。 

○６番（小田）これ、高校ではありますけれど、広島県内の女子高２校において、この生

理の貧困問題ということに関して、こういったことがあるんだと、生徒の側から声が上

がってこのことについて生徒で話し合おうと、対策をしようということで、県内２校の

女子トイレには誰もが快適な生理プロジェクトであるとか、女の子のトイレプロジェク

トといったようなプロジェクトチームが組まれて、女子トイレには生理用ナプキンが常

備されているような状況が作られたりだとか、また、直近の新聞記事にもありましたよ

うに、女子大学ではありますけれども、同じように生理用ナプキンが無料提供、トイレ

に受け取り装置が設置をされたというような記事も載っておりました。こうしたことが

生徒の側からもし声が上がった場合には御検討いただく余地はあるのでしょうか。 

○議長（桑原）教育次長。 

○教育次長（森山）子どもたちからそのような提案が出るということが一つの成長だとい

うふうに捉えておりますので、状況等を把握しながら調査研究してまいりたいというふ

うに考えております。 
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○議長（桑原）小田議員。 

○６番（小田）では、是非ともそういった声にしっかりと耳を傾ける教育現場であってい

ただきたいというふうにお願い申し上げて、再質問を終わります。 

○議長（桑原）２番、新谷議員。 

○２番（新谷）２番、新谷です。この度、初めて一般質問をさせていただきます。大変緊

張しておりますが、よろしくお願いいたします。 

 この度、一つの項目について御質問させていただきます。学校教育におけるＰＴＡの

在り方について質問させていただきます。現在、学校教育の一環としてＰＴＡがありま

す。このＰＴＡを巡り、今、日本全国でＰＴＡの在り方が数多く議論されています。そ

の中で一番問題となっているのは、ＰＴＡの役員問題ではないかと思います。ＰＴＡと

いうのは任意の団体ですので、加入や脱退も自由に行え、役員をするもしないも保護者

が決めることができます。保護者の中には、介護をされている方、小さい赤ちゃんがい

る方など、役員活動ができない現実的ではない方がたくさんいらっしゃいます。そのよ

うな方たちが半ば強制的に加入、役員を押しつけられることはあってはならないと感じ

ております。共働き世帯が多いこの時代に、時間的、精神的にもＰＴＡの役員は負担が

大きいと感じます。そこで海田町教育委員会に数点質問させていただきます。一つ目、

全国的に問題となっているＰＴＡの加入・役員問題について把握をされておりますでし

ょうか。二つ目、また、そのような加入・役員問題は海田町でもあると思いますでしょ

うか。三つ目、問題把握のために、今現在、何かされていることはございますでしょう

か。四つ目、役員不足を解消するために、ＰＴＡにＣ、コミュニティという、地域の方、

ボランティアの方の力も借りながら運営していくようなＰＴＣＡというものがあるん

ですが、そういうものをＰＴＡに対し、教育委員会から提案、助言していく考えはない

でしょうか。五つ目、海田町又は海田町教育委員会が後援している講演会に、国際理解

フォーラムなどがありますが、人が集まらずＰＴＡにまで参加の要請が来ており、役員

の負担となっております。今後、改善するお考えはないでしょうか。よろしくお願いし

ます。 

○議長（桑原）町長。 

○町長（竹野内）新谷議員の質問については教育委員会のほうから答弁させていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（桑原）教育長。 
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○教育長（佐々木）新谷議員の質問に御答弁いたします。 

 ＰＴＡの在り方についての質問でございますが、１点目及び２点目については、核家

族化、共働き等、家族の在り方の変化に伴いましてＰＴＡ活動が多様化していることか

ら、役員の成り手が見つからない状況があるということは把握しており、本町において

も同様の課題があるものと認識しております。３点目につきましては、平素から学校と

の連携を密にしておりまして、また保護者からの課題を把握する機会を設けております。

４点目については、教育委員会は管理・運営について指導・助言する立場にはありませ

ん。なお、本町では各中学校区に学校運営協議会を設置しておりまして、地域で児童生

徒を支え育んでいくための取組が行われております。学校・家庭・地域が児童生徒の教

育について緊密に連携しまして、組織的に支援活動を行うことが大切だと考えておりま

す。５点目につきましては、講演会等への参加要請についての質問でございますが、こ

の度の国際理解フォーラムにおいて、主催者である海田町国際交流協会からＰＴＡに対

して参加をお願いしたと伺っております。例年、こういった講演にあっては参加をお願

いしているとのことでしたが、本来は任意参加のものですので、今後はお知らせのみに

するよう、役員会等を通じて助言してまいりたいと思います。ＰＴＡ活動がより良い活

動になるために、情報収集に努めまして、各校に提供してまいります。以上です。 

○議長（桑原）新谷議員。 

○２番（新谷）ありがとうございます。まず一つ目ですが、全国的に問題となっているＰ

ＴＡの加入、役員問題、あと海田町の役員問題のことですが、把握されているというこ

とで話をさせていただけたらと思います。今回、海田町でも同様の課題があるものと認

識しておりますとのことなんですが、これはどのように知り得た情報、何か調査をされ

たのか、お伺いいたします。 

○議長（桑原）学校教育課長。 

○学校教育課長（小村）これにつきましては、日々、学校のほうとも連携を密にしており

ますので、学校のほうから知り得た情報でございます。 

○議長（桑原）新谷議員。 

○２番（新谷）ありがとうございます。今、ＰＴＡの役員を決めるとなったら、新年度に

入りましたら、毎年４月、こういうような役員選出のお手紙とかを頂くことになります。

これは小学校とか中学校によって違うと思うんですけど、これは南小のものではあるん

ですけど、この中に、任意だと思うんですが、この中に承諾書を書いて、役員選出のあ
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れにちょっと出ないと、出ないのにはこの承諾書を書いて、出ないのであればもう役員

は絶対にしてもらいますよ、異議の申立てはできませんというような表記がございます。

こういう周知の仕方、ＰＴＡの人に対して教育委員会はどういうふうにお考えか、こう

いう役員決めに対して、このような文言が書いてあるようなことを配布することについ

てはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（桑原）学校教育課長。 

○学校教育課長（小村）先ほどのお手紙につきましては、各校それぞれ同一のものではご

ざいません。これについては教育委員会についても把握しているところでございます。

この方法論等につきましては、各学校のＰＴＡにおいて、恐らくＰＴＡ会則や細則が定

められており、それに沿ってそのようなお手紙として通知をされているものと認識して

いるところでございます。 

○議長（桑原）新谷議員。 

○２番（新谷）今回、ＰＴＡの問題に特化したアンケートを是非行っていただけたらと思

っております。保護者の方が実際に困っているという現状がございます。ですので、な

かなか各学校単位でのＰＴＡの役員が大変だと声を上げづらい環境にあるとは思いま

すし、なかなか勇気を出して改革しようと、声を上げたら煙たがられてしまうような可

能性もございます。また、その保護者の子どもたちがいじめられるというような可能性

もゼロではないとは思います。ですので、ＰＴＡと一定の距離感がある教育委員会だか

らこそ、助言をする意味があるのではないかなと思っております。このままでは、去年

したから今年も同じことをするという状態になってしまって、なかなか負担がずっと続

いていくものだと思いますし、いきなり全てをなくそうとかそういうことではなくて、

まずは保護者の方がどういう気持ちかを知っていただくために、なかなかこういうこと

を表に出すのが難しいと思いますので、その内に秘めた気持ちを知る必要があると思い

ます。もちろん、ＰＴＡ自身で変わっていく、ＰＴＡの中から変わっていくことがもち

ろん大切だと思うんですけど、なかなか、ＰＴＡ自身が変われるのであればもう変わっ

ていると思うので、なかなか今変われずに全国的に問題となっていると思います。です

ので、保護者の方であったり、子どもたちを守るためにもまずアンケートをして、どの

ような気持ちを保護者の方が抱いているかということを知っていただきたいのですが、

いかがでしょうか。 

○議長（桑原）教育長。 
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○教育長（佐々木）ＰＴＡ活動はとても大事です。恐らく成り手がこれまでなかなか円滑

に決められなかった苦肉の策が、恐らくその通知になっているんだと思うんです。欠席

すれば役員にならないから欠席する。じゃ、出席した人たちは押しつけられる。そうい

った何か不条理な感じが恐らくＰＴＡのそれぞれのクラスの中にあって、恐らく役員さ

んになった方がそのような意見を述べられて、学校の校長先生や職員がこうしましょう

と言ったんではなくて、こんなことがあるから、校長先生、こうやったらどうですかと

いうようなその論議を積み重ねてきた上で、多分、それが出されてると思うんですね。

ですから、もう一度、今日、議員のほうからこういうふうな問題提起いただきましたの

で、もちろん、今日の一般質問は学校長にも我々がどういう回答したかも全部お示しす

ることにしています、毎回。いうのもありますので、ＰＴＡのそういう役員の成り手の

不足問題につきましてももう一回よう考えるように。ただ、いけないのは、私は人権を

侵害するようなことであってはいけんと思います。そこは我々も教育委員会とか何とか

ではなくて、やっぱり人権を侵害するようなことがあったら、公務員としてそれは指摘

し、改善させるべきだと思いますけど、そこまでではないんじゃないかと思います。た

だ、今のような経緯があって、そのようになっているんだと思います。以上です。 

○議長（桑原）新谷議員。 

○２番（新谷）ありがとうございます。先ほどの異議申立てはできませんというような標

記のこともございましたが、私が特に問題視しているのは、介護している、小さい子ど

もたちがいる保護者の方、役員をやることが現実的でない、できない方が結果的に役員

をすることが、ちょっと僕はいけないなと思っております。ですので、この表記のこと

もそうなんですが、実際、そういう現実的ではない方がさせられているという、もう現

状があるので、もちろんできる方もいらっしゃると思います。ＰＴＡのような、ボラン

ティアのことを、私はやりたいです、率先してやりたいですという方もいらっしゃると

思いますし、ですが、できない方、現実的ではない方に半強制的にもうやらせてしまう

みたいな感じの今流れになっているので、それはどうかなと思っているのが私の意見で

す。そのことに対して、ＰＴＡのことについて、どういうことを保護者の方が思ってい

るかということに対してのアンケートというのはいかがでしょうか。 

○議長（桑原）教育長。 

○教育長（佐々木）教育委員会のほうからするかどうかは別にしましても、皆さんの意見

を収集するように、校長先生と話します。我々がするかどうかいうのは、ちょっと少し
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疑問があるので、教育委員会としてというよりは、学校の中でＰとＴですから、そこは

自浄作用を働かして、こういう問題があるんだがいうことでどういうふうにお考えです

かということをアンケート調査するように、それは学校長の指導をしたいと思います。 

○議長（桑原）新谷議員。 

○２番（新谷）ありがとうございます。是非、校長先生と、小学校単位になると思うんで

すけど、是非ＰＴＡの問題がそもそもあるのかないのかということも含めて、もしもあ

るのであれば、しっかり改善をしていっていけたらなと思います。四つ目の質問に移り

ます。役員不足を解消するためにＰＴＣＡということがあるんですが、役員不足を解消

するためにＰＴＣＡを、助言してはどうかということなんですけど、助言する立場では

ございませんということなんですが、一応、ＰＴＡというものは社会教育関係団体に定

義されていると思います。その中で社会教育法11条に教育委員会などがＰＴＡとかに対

して、指導または助言を与えることができるというようなことも書いてあったりもしま

す。なので、全くできないということはないのかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（桑原）教育長。 

○教育長（佐々木）できますけど、そこは専門的な見地からというのが恐らくありまして、

何でもかんでもＰＴＡにこうしなさい、ああしなさいというところは、程度があります

ので、専門的な見地からは指導助言はすることができます。 

○議長（桑原）新谷議員。 

○２番（新谷）ありがとうございます。このＰＴＣＡのことに関しても、一番どういう形

がいいのかというのは、それぞれの小学校であったり、ＰＴＡによっていろんな形が、

こういう形がいいんじゃないのかというのを皆さんで考えていくのがいいと思います

ので、すぐすぐ結論は出ないことかもしれませんが、教育委員会も一緒に検討していた

だけたらうれしいなと思います。最後５番目になりますが、国際理解フォーラムなどの

人が集まらずに参加の要請が来ているとのことなんですが、今後はお知らせのみにして

いただけるということでありがとうございます。そういうＰＴＡの役員がこれも今週か

来週かの日曜日のお昼にたしかあったと思いますが、なかなか子どもたちとの大切な時

間とかもありますので、そこで行ってくださいということもあったりするので、あまり

よくないのかなとは思いますので、今後はお知らせのみにしていただけるとのことでう

れしく思います。今後、そのようなことにならないように、補助金を使用しているとお

聞きしたんですが、役員の方の負担も減らすために、もっとそのような審査などを厳し
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くしたほうが良いと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（桑原）企画部長。 

○企画部長（鶴岡）今回ありました国際交流協会担当の企画部のほうから答弁をさせてい

ただきます。あくまでも活動は団体さんの活動でございますので、補助金を出している

執行部のほうからどこまでできるかというのはありますけれども、こういったところに

参加要請とか割当てをするというのは、現在、一般的ではございませんので、お知らせ

にするよう、その辺は団体さんのほうに申出のほうをしてそのようにしていただきたい

というふうに考えております。 

○議長（桑原）新谷議員。 

○２番（新谷）ありがとうございます。最後に、ＰＴＡに限らずなんですが、お父さん、

お母さんが子育てをしやすいような、時間的、精神的負担を少しでも少なくしてあげる

ことが大切だと思います。ほかの市町が海田町のことをまねしたくなるようなことであ

るとか、長年触れられてこなかったことをしっかり向き合っていただけたらなと思いま

す。引き続き、ＰＴＡ問題に関しては質問できるときはしていきたいなと思っておりま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。以上で一般質問を終わります。 

○議長（桑原）本日の議事日程は終了する見込みがございません。したがって、会議規則

第23条の規定により、これにて延会したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（桑原）異議なしと認めます。よって、本日はこれにて延会することと決します。 

 なお、明日も午前９時から本会議を開会いたしますので御参集いただきますようお願

い申し上げます。本日は大変御苦労様でした。 

午後４時２０分 延会 


